
四
五

平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
度

日
本
東
洋
美
術
史
の
調
査
研
究
報
告

中
　
谷
　
伸
　
生

日
本
東
洋
美
術
調
査
研
究
班

日
本
東
洋
美
術
史
の
調
査
研
究
に
つ
い
て

　
日
本
東
洋
美
術
史
の
調
査
研
究
は
、
主
と
し
て
近
世
近
代
美
術
史
を
め
ぐ
っ
て
、

関
西
大
学
文
学
部
の
中
谷
伸
生
（
美
術
史
）
と
大
学
院
博
士
後
期
課
程
の
院
生
、
荒

井
菜
穂
美
（
近
世
近
代
絵
画
史
・
野
口
小
蘋
の
研
究
）、
石
田
智
子
（
日
本
近
世
近
代

絵
画
史
・
狩
野
派
研
究
）、
髙
橋
沙
希
（
近
代
絵
画
史
・
青
木
繁
と
近
代
洋
画
研
究
）、

中
山
創
太
（
近
世
近
代
絵
画
史
・
歌
川
国
芳
と
幕
末
浮
世
絵
研
究
）、
日
並
彩
乃
（
近

世
近
代
絵
画
史
・
冷
泉
為
恭
と
京
狩
野
の
研
究
）
に
よ
っ
て
行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

資
料
紹
介
に
あ
た
っ
て
は
、
各
地
の
個
人
所
蔵
者
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
記

し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

〈
資
料
紹
介
〉

　
耳
鳥
齋
《
武
芸
之
図
》（
扇
面
画
） 

中
谷

　
伸
生

　
野
口
小
蘋
筆
《
不
老
長
春
図
》 

荒
井
菜
穂
美

　
橘
保
国
筆
《
富
士
図
》（
個
人
蔵
） 

石
田

　
智
子

　『
靑
木
繁
遺
作
展
覽
會
圖
錄
』
に
つ
い
て 

髙
橋

　
沙
希

　
歌
川
国
芳
筆
『
国
芳
雑
画
集
』
異
版
本 

中
山

　
創
太

　
狩
野
永
岳
《
山
水
図
》 

日
並

　
彩
乃
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耳
鳥
齋
《
武
芸
之
図
》（
扇
面
画
）

中
　
谷

　
伸

　
生

　
耳
鳥
齋
に
よ
る
扇
面
画
《
武
芸
之
図
》﹇
図
1
﹈﹇
図
2
﹈
は
、
雲
母
引
き
の
紙
本

墨
画
淡
彩
で
、
縦
十
六
、
五
、
横
四
十
九
、
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
作
品
で
あ
る
。
画

面
の
ほ
と
ん
ど
が
余
白
で
、
二
人
の
武
士
が
武
芸
の
稽
古
を
し
て
い
る
様
子
が
描
か

れ
た
。
右
の
侍
﹇
図
3
﹈
が
槍
で
突
い
た
と
こ
ろ
を
、左
に
い
る
着
流
し
の
武
士
﹇
図

4
﹈
が
、
両
手
の
掌
に
よ
っ
て
挟
ん
で
止
め
る
と
い
う
荒
業
を
表
し
て
い
る
。
少
々

幅
の
あ
る
肉
太
で
軟
ら
か
い
線
描
は
、
簡
潔
明
瞭
で
躊
躇
の
印
象
を
感
じ
さ
せ
な
い
。

そ
の
点
で
は
耳
鳥
齋
ら
し
い
線
描
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
と
り
わ
け
、
左
の
着
流
し
の

人
物
の
描
写
は
、
伊
丹
市
立
美
術
博
物
館
編
『
笑
い
の
奇
才 

耳
鳥
齋
！
―
近
世
大

坂
の
戯
画
―
』
図
版
番
号
二
〇
の
《
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
》（
現
存
十
幅
・
紙
本
墨
画

淡
彩
・
個
人
蔵
）
の
人
物
描
写
に
比
較
的
似
る
も
の
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
戯
画
作
者

に
転
向
し
て
、
徐
々
に
手
慣
れ
た
技
法
を
身
に
付
け
た
耳
鳥
齋
の
描
写
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
彩
色
は
人
物
の
肌
に
の
み
施
さ
れ
て
い
て
簡
潔
で
あ
る
。

　
耳
鳥
齋
は
、
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
以
前
に
生
ま
れ
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）

あ
る
い
は
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
没
し
た
と
い
う
の
が
定
説
で
あ
る
。
江
戸
時

代
の
大
坂
で
滑
稽
な
戯
画
を
描
い
た
戯
画
作
者
と
し
て
知
ら
れ
た
耳
鳥
齋
は
、
扇
に

役
者
絵
を
描
い
て
人
気
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
耳
鳥
齋
の
活
動
を
称
え
て
、

「
浪
花
津
に
梅
が
へ
な
ら
で
耳
鳥
齋
、降
る
金
銀
を
扇
に
て
取
る
」（『
鳥
羽
絵
手
本
』）

と
詠
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
耳
鳥
齋
は
数
多
く
の
扇
絵
を
描
い
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
遺
存
す
る
耳
鳥
齋
の
扇
絵
は
少
な
く
、
こ
れ
ま
で
筆
者
が
確
認
し
た
扇
絵

は
、
わ
ず
か
五
点
に
す
ぎ
な
い
。
扇
は
実
用
的
な
も
の
で
、
捨
て
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
ま
た
、
扇
に
描
か
れ
た
役
者
絵
も
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
人
気
俳
優
の
ブ
ロ
マ
イ
ド

で
あ
る
た
め
、
山
水
図
な
ど
の
絵
画
と
は
異
な
り
、
永
く
保
存
さ
れ
に
く
い
も
の
で

あ
る
。
耳
鳥
齋
の
扇
絵
が
ほ
と
ん
ど
遺
さ
れ
て
い
な
い
理
由
が
そ
の
辺
り
に
あ
ろ
う
。

　
耳
鳥
齋
の
住
所
は
、
大
坂
の
京
町
堀
三
丁
目
（『
蒹
葭
堂
雑
録
』）、
江
戸
堀
（『
京

摂
戯
作
者
考
』）、
京
町
堀
難
波
橋
北
詰
（『
鳥
羽
絵
手
本
』）、
京
町
堀
四
丁
目
（『
画

話
耳
鳥
齋
』）
な
ど
幾
つ
か
の
説
が
あ
る
が
、京
町
堀
三
丁
目
は
京
町
堀
難
波
橋
北
詰

の
こ
と
で
あ
る
し
、
肥
田
晧
三
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）

刊
行
の
『
画
話
耳
鳥
齋
』
は
、
耳
鳥
齋
の
在
世
時
に
刊
行
さ
れ
た
版
本
で
あ
る
た
め
、

住
所
は
京
町
堀
四
丁
目
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が①
、
酒
造
業
、
骨
董
商
、
戯
画
作
者

な
ど
と
、
職
業
を
変
転
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
し
て
ま
た
、
幾
つ
か
の
版
本
で
異

な
る
住
所
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
大
坂
の
複
数
の
場
所
に
居
を
構
え
て
い
た

可
能
性
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
大
久
保
恒
麿
は
、
評
伝
『
松
屋
耳
鳥
齋
』
に
お
い
て
、「
雲
母
や
薄
ね
ず
み
色
、
黒

の
色
彩
の
伴
奏
が
あ
る
」
浮
世
絵
師
写
楽
と
、「
た
っ
た
二
つ
の
木
頭
を
両
手
に
握
っ

た
ま
ヽ
は
し
や
ぐ
茶
番
の
徹
底
し
た
悲
劇
」
の
耳
鳥
齋
と
を
比
較
し
た②
。
仲
田
勝
之

助
は
『
絵
本
の
研
究
』
で
、「
其
表
現
は
可
笑
味
の
外
に
深
み
も
加
へ
て
ゐ
る③
」
と
述

べ
、
面
白
お
か
し
い
表
現
の
中
に
「
深
み
」
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
耳
鳥
齋
の
人
柄
は
、
資
料
の
乏
し
さ
か
ら
不
明
で
あ
る
が
、
肥
田
晧
三
氏
が
述
べ

る
よ
う
に
、非
常
に
生
真
面
目
な
人
柄
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い④
。
と
い
う
の
も
、寛

政
九
年
（
一
七
九
七
）
七
月
刊
行
の
耳
鳥
齋
著
『
音
曲
鼻
毛
ぬ
き
』
一
冊
に
は
、
浄

瑠
璃
に
お
い
て
は
風
儀
正
し
く
あ
る
べ
き
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
耳
鳥
齋
が
戯
画
を
描
き
始
め
た
の
は
、
酒
造
業
を
離
れ
、
骨
董
商
に
転
業
し
た
時



四
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期
だ
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
期
を
正
確
に
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

が
、《
四
睡
之
図
》（
本
吉
兆
蔵
）
や
《
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
》（
個
人
蔵
）
の
連
幅
な
ど
、

「
墨
松
」
の
朱
文
方
印
を
捺
す
作
品
群
は
、
稚
拙
な
筆
法
を
残
し
な
が
ら
も
、
手
慣
れ

た
心
地
よ
い
形
態
描
写
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
戯
画
を
描
き
始
め
て
か
ら
一
定

の
時
期
が
経
ち
、
か
な
り
手
慣
れ
た
技
法
を
身
に
付
け
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
た
と

え
ば
、《
福
禄
寿
》（
紙
本
墨
画
淡
彩
・
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）﹇
伊
丹
16
﹈、《
正
蓮
寺

水
燈
》（
扇
面
・
紙
本
墨
画
淡
彩
・
個
人
蔵
）﹇
伊
丹
23
﹈
な
ど
の
作
品
が
そ
う
で
あ

る
。
今
回
紹
介
す
る
扇
面
画
《
武
芸
之
図
》
も
ま
た
、
こ
う
し
た
作
品
と
共
通
す
る
。

　
さ
て
、《
武
芸
之
図
》
の
印
章
は
、
文
字
不
明
で
あ
る
が
、
耳
鳥
齋
が
し
ば
し
ば
使

う
丸
に
点
の
小
さ
な
朱
文
円
印
お
よ
び
や
は
り
変
形
矩
形
の
小
さ
な
朱
文
方
印
「
耳

鳥
」
で
あ
る
﹇
図
5
﹈。
こ
れ
と
よ
く
似
た
印
章
を
も
つ
作
品
と
し
て
は
、
扇
面
画

《
正
蓮
寺
水
燈
》（
個
人
蔵
）﹇
図
6
﹈
お
よ
び
《
顔
見
せ
之
図
》﹇
図
7
﹈
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
が
、《
武
芸
之
図
》、《
正
蓮
寺
水
燈
》、《
顔
見
せ
之
図
》
の
そ
れ
ぞ
れ

の
印
章
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
《
武
芸
之
図
》
は
、
真
贋
判
定
の
難
し
さ

を
教
え
ら
れ
る
一
点
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
い
さ
さ
か
強
引
で
は
あ
る
が
、《
武
芸
之

図
》
に
つ
い
て
は
、
先
に
言
及
し
た
線
描
の
特
質
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
一
応
、
真
作

の
可
能
性
が
高
い
と
い
っ
て
お
き
た
い
。

注①
　
肥
田
晧
三
「
耳
鳥
齋
の
版
本
作
品
に
つ
い
て
」、
中
谷
伸
生
監
修
・
藤
巻
和
恵
編
『
笑

い
の
奇
才 

耳
鳥
齋
！
―
近
世
大
坂
の
戯
画
―
』、
伊
丹
市
立
美
術
館
、
九
一
頁
。

②
　
大
久
保
恒
麿
「
松
屋
耳
鳥
齋
」、『
上
方
趣
味
』
大
正
九
年
夏
の
巻
、上
方
趣
味
社
、大

正
九
年
（
一
九
二
〇
）、
二
六

－

三
一
丁
。

③
　
仲
田
勝
之
助
『
絵
本
の
研
究
』、
美
術
出
版
社
、
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）、
一
五

五
－

一
五
六
頁
。
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図 1　耳鳥齋《武芸之図》

図 2　《武芸之図》（部分）

図 3　《武芸之図》（部分）
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図 4　《武芸之図》（部分）

図 5　《武芸之図》落款

図 6　耳鳥齋《正蓮寺水燈》落款

図 7　耳鳥齋《顔見せ之図》落款



五
〇

野
口
小
蘋
筆
《
不
老
長
春
図
》

荒
　
井

　
菜
穂
美

　
野
口
小
蘋
（
一
八
四
七
〜
一
九
一
七
）
は
幕
末
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
活
躍
し

た
南
画
家
で
あ
る
。
大
坂
の
難
波
に
生
ま
れ
た
と
さ
れ
、
各
地
を
遊
歴
し
た
の
ち
日

根
対
山
（
一
八
一
三
〜
六
九
）
に
師
事
し
た
。
明
治
初
頭
に
上
京
し
、
展
覧
会
へ
の

出
品
を
重
ね
、
人
気
画
家
と
な
っ
て
い
く
。
政
府
高
官
や
皇
族
、
華
族
に
愛
顧
さ
れ
、

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
は
現
在
の
重
要
無
形
文
化
財
に
相
当
す
る
帝
室
技

芸
員
に
任
命
さ
れ
た
。

　
野
口
小
蘋
筆
《
不
老
長
春
図
》〔
図
1
〕
は
絖
本
著
色
、
縦
一
四
七
・
〇
、
横
五

一
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
掛
幅
で
あ
る
。
箱
蓋
表
に
は
「
小
蘋
女
史
畫
不
老
長
春

圖
」、
箱
蓋
裏
に
は
「
花
蹊
女
史
書
」「
跡
見
龍
印
」（
白
文
方
印
）、「
紫
雲
」（
朱
文

方
印
）
と
あ
り
、
跡
見
花
蹊
（
一
八
四
〇
〜
一
九
二
六
）
に
よ
っ
て
題
字
が
記
さ
れ

て
い
る
。
画
面
右
上
に
は
「
苔
色
千
年
古
蒼
々
百
尺
枝
凌
霜
還
耐
雪
長
見
歳
寒
姿
」

と
五
言
絶
句
の
自
賛
が
添
え
ら
れ
、
そ
の
左
側
に
「
怒
堂
松
平
公
清

　
小
蘋
野
口

親
」
と
落
款
が
記
さ
れ
て
お
り
、
松
平
怒
堂
な
る
人
物
に
批
評
を
求
め
た
こ
と
が
分

か
る
〔
図
2
〕。
そ
の
下
に
は
「
松
邨
親
印
」（
白
文
方
印
）
と
「
小
蘋
女
史
」（
朱
文

方
印
）
が
捺
さ
れ
〔
図
3
〕、
さ
ら
に
画
面
左
下
に
は
、
遊
印
「
春
秋
多
佳
日
」（
白

文
方
印
）
が
捺
さ
れ
る
〔
図
4
〕。
こ
れ
ら
の
印
章
は
全
て
『
小
蘋
印
譜
』（
野
口
小

蕙
、
芝
田
堂
、
大
正
六
年
〈
一
九
一
七
〉）
で
確
認
で
き
た
。

　
箱
蓋
の
題
字
に
あ
る
「
不
老
長
春
」
は
、
松
と
薔
薇
（
も
し
く
は
金
盞
花
）
を
指

す
中
国
の
謎
語
画
題
で
あ
り
、
画
面
に
は
画
題
の
通
り
松
と
薔
薇
、
そ
の
他
に
太
湖

石
と
竹
が
見
て
取
れ
る
。
太
湖
石
の
み
が
墨
色
で
表
わ
さ
れ
、
そ
の
他
に
は
著
色
が

施
さ
れ
て
い
る
。
細
い
幹
を
く
ね
く
ね
と
曲
げ
な
が
ら
画
面
の
外
ま
で
大
き
く
枝
を

広
げ
る
松
は
、
葉
の
茂
り
を
シ
ル
エ
ッ
ト
と
し
て
淡
く
色
面
で
表
わ
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
そ
の
上
に
一
本
づ
つ
葉
が
描
き
重
ね
ら
れ
、
丁
寧
な
描
写
で
あ
る
。
節
を
持

つ
松
の
幹
は
、
楕
円
を
重
ね
て
さ
さ
く
れ
た
樹
皮
が
描
写
さ
れ
て
お
り
、
画
面
上
部

に
お
け
る
枝
の
交
差
す
る
部
分
で
は
画
面
手
前
が
濃
く
、
後
方
は
淡
く
描
か
れ
、
前

後
関
係
の
混
同
が
避
け
ら
れ
て
い
る
。
薔
薇
は
輪
郭
線
を
用
い
ず
色
面
の
み
で
描
写

す
る
没
骨
法
で
洒
脱
に
表
わ
さ
れ
て
お
り
、
な
お
か
つ
葉
脈
や
棘
ま
で
見
て
取
れ
、

そ
の
描
写
は
き
め
細
か
い
〔
図
5
〕。
一
方
、竹
は
輪
郭
線
を
用
い
る
鉤
勒
法
で
描
か

れ
、
淡
く
緑
で
彩
色
さ
れ
て
お
り
、
葉
の
先
に
は
代
赭
で
僅
か
に
枯
れ
込
み
が
描
写

さ
れ
、春
に
見
ら
れ
る
竹
の
生
理
現
象
ま
で
的
確
に
表
現
さ
れ
る
〔
図
6
〕。
太
湖
石

は
大
ら
か
な
筆
遣
い
で
描
か
れ
、
墨
線
と
色
面
を
併
用
し
て
陰
影
が
施
さ
れ
て
お
り
、

濃
墨
で
点
苔
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　
本
作
品
に
年
紀
は
無
く
、
制
作
時
期
が
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
作
風
か
ら
制
作

時
期
を
推
定
し
た
い
。
樹
木
の
足
元
に
岩
を
配
す
る
本
作
品
の
よ
う
な
花
鳥
画
は
、

小
蘋
の
画
業
全
期
に
わ
た
っ
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
同
題
の
《
不
老
長
春
図
》
が
明

治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
描
か
れ
た
〔
図
7 ①
〕。
し
か
し
、画
中
の
岩
は
太
湖
石

で
は
な
く
、
画
面
右
側
の
松
は
真
っ
直
ぐ
天
に
向
っ
て
伸
び
て
お
り
、
前
者
と
比
較

す
る
と
描
か
れ
る
モ
チ
ー
フ
は
や
や
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
前
者
は
く
ね
く
ね
と

曲
が
る
松
の
幹
や
、
向
こ
う
が
見
通
せ
る
太
湖
石
の
穴
な
ど
、
変
化
に
富
み
、
面
白

み
を
感
じ
さ
せ
る
画
面
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
太
く
真
っ
直
ぐ
な
松
の
幹
や
、

ど
っ
し
り
と
し
た
岩
が
、
穏
や
か
で
安
定
感
の
あ
る
画
面
を
生
み
出
し
て
お
り
、
や

は
り
作
風
は
一
致
し
な
い
。
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一

　
作
風
が
近
似
す
る
の
は
《
富
貴
百
齢
図
》（
明
治
二
十
五
年
〈
一
八
九
二
〉）〔
図

8 ②
〕
と
い
っ
た
明
治
二
十
年
代
の
作
品
で
あ
る
。
描
か
れ
る
植
物
は
異
な
る
が
、
緩

く
Ｓ
字
を
描
く
節
の
多
い
細
い
幹
や
そ
の
足
元
の
太
湖
石
は
、《
不
老
長
春
図
》〔
図

1
〕
を
反
転
さ
せ
た
構
図
に
近
く
、
制
作
時
期
が
近
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
《
富

貴
百
齢
図
》
と
比
較
し
、モ
チ
ー
フ
が
多
く
や
や
雑
然
と
し
た
印
象
の
本
作
品
は
、さ

ら
に
時
代
を
遡
る
作
品
で
あ
る
可
能
性
も
高
い
。

　
小
蘋
の
花
鳥
画
は
明
治
二
十
年
代
に
は
明
清
絵
画
の
強
い
影
響
が
見
ら
れ
、
明
治

三
十
年
代
に
は
和
様
化
し
て
い
く
と
指
摘
さ
れ
て
い
る③
。
本
作
品
は
太
湖
石
が
描
か

れ
、
漢
文
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
中
国
の
謎
語
画
題
が
採
用
さ
れ
、
南
画
家
が
好
ん

で
用
い
た
絖
に
描
か
れ
て
お
り
、
多
く
の
中
国
趣
味
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
点
か
ら

も
、
明
治
二
十
年
代
の
作
品
と
類
推
で
き
る
だ
ろ
う
。
特
に
、
小
蘋
作
品
に
お
い
て

絖
本
は
少
な
く
、
他
に
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
の
《
松
柏
魚
心
図④
》
が
確
認

で
き
る
の
み
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
作
風
が
明
治
二
十
年
代
の
作
品
に
近
似
す
る
こ
と
、
ま
た
中
国

趣
味
の
強
い
作
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
作
品
は
明
治
二
十
代
頃
に
描
か
れ
た
作
品

で
あ
る
と
推
定
す
る
。

注①
　
絹
本
著
色
、
縦
一
七
四
・
〇
、
横
八
四
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
嘯
月
美
術
館
所
蔵
。

②
　
絹
本
著
色
、
縦
一
四
五
・
七
、
横
五
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

③
　
平
林
彰
「
野
口
小
蘋
試
論
」『
―
明
治
の
宮
廷
画
家
―
野
口
小
蘋
と
近
代
南
画
』

山
梨
県
立
美
術
館
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）、
一
一
七

－

一
一
八
頁
。

④
　
絖
本
著
色
、
縦
一
二
八
・
五
、
横
四
六
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
前
掲
書
『
―
明

治
の
宮
廷
画
家
―
野
口
小
蘋
と
近
代
南
画
』
四
十
九
頁
。

〔
挿
図
出
典
〕

挿
図
1

－

6
　
筆
者
撮
影
。

挿
図
7
、
8

　
前
掲
書
『
―
明
治
の
宮
廷
画
家
―
野
口
小
蘋
と
近
代
南
画
』。



五
二

図 1　野口小蘋《不老長春図》

図 2　落款

図 3　印章 図 4　遊印
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三

図 5　部分

図 7　野口小蘋《不老長春図》図 8　野口小蘋《富貴百齢図》

図 6　部分



五
四

橘
保
国
筆
《
富
士
図
》（
個
人
蔵
）

石
　
田

　
智

　
子

は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
橘
保
国
筆
《
富
士
図
》（
個
人
蔵
）（
図
一

－

一
）
を
紹
介
す
る
。
作
者

の
橘
保
国
（
享
保
二
﹇
一
七
一
七
﹈
年

－

寛
政
四
﹇
一
七
九
二
﹈
年
）
は
、
江
戸
中

期
、
大
坂
で
活
躍
し
た
画
家
で
あ
る
。
父
は
、
橘
守
国
（
延
宝
七
﹇
一
六
七
九
﹈
年

－

寛
延
元
﹇
一
七
四
八
﹈
年
）
で
あ
り
、
父
の
守
国
に
画
を
学
ん
だ
。
浅
野
秀
剛
氏

も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
保
国
は
、
橘
守
国
の
子
で
あ
り
、
ま
た
法
眼
位
ま
で
得
て
い

る
こ
と
か
ら
相
当
数
の
絵
画
を
手
掛
け
た
は
ず
で
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
版
本
以
外

の
保
国
の
作
品
は
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。

　
保
国
の
父
、橘
守
国
は
、『
絵
本
写
宝
袋
』（
享
保
五
﹇
一
七
二
〇
﹈
年
刊
）
や
『
絵

本
通
宝
志
』（
享
保
一
四
﹇
一
七
二
九
﹈
年
刊
）
な
ど
江
戸
時
代
多
く
の
浮
世
絵
師
に

よ
っ
て
手
本
に
さ
れ
た
版
本
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
大
坂
の
画
家
で
あ
る
。
守
国

は
、
鶴
澤
探
山
（
明
暦
一
﹇
一
六
五
五
﹈
年

－

享
保
一
四
﹇
一
七
二
九
﹈
年
）
に
学

ん
で
狩
野
派
の
絵
画
を
学
ん
だ
。
鶴
澤
探
山
は
、狩
野
探
幽
（
慶
長
七
﹇
一
六
〇
二
﹈

年

－

延
宝
二
﹇
一
六
七
四
﹈
年
）
の
門
人
で
元
禄
年
間
（
一
六
八
八

－

一
七
〇
四
年
）

に
東
山
院
の
勅
宣
に
よ
り
上
洛
し
た
狩
野
派
の
画
家
で
あ
り
鶴
澤
派
の
創
始
者
で
あ

る
。
鶴
澤
派
は
京
都
の
狩
野
派
の
一
派
と
し
て
幕
末
ま
で
上
方
で
活
躍
し
た
。
探
山

に
学
ん
だ
守
国
は
狩
野
派
風
の
絵
画
を
描
き
、
先
に
紹
介
し
た
絵
手
本
類
に
は
狩
野

派
の
図
様
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
橘
守
国
は
大
坂
で
活
動
し
、橘
家
は
保
国
、保

国
の
養
子
の
保
春
、
そ
の
子
で
あ
る
保
之
と
続
く
。
他
に
、
守
国
の
門
人
に
橘
国
雄

が
い
る
が
そ
れ
以
外
は
橘
を
名
乗
る
画
家
は
見
出
せ
な
い
。
し
か
し
、『
浪
速
人
傑

談
』
に
「
保
国
子
な
く
し
て
養
子
に
て
家
を
継
く
　
保
春
と
云
ふ
　
保
春
の
次
を
保

之
と
云
ふ
　
近
頃
其
家
絶
え
た
り
　
浪
速
に
お
ゐ
て
旧
き
画
家
な
り
し
に
惜
む
へ

し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
橘
家
は
力
を
持
っ
た
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
で

あ
ろ
う
。

　
一
方
で
、
橘
家
の
門
流
を
「
橘
派
」
と
し
て
大
坂
の
狩
野
派
の
一
派
と
し
て
捉
え

る
に
は
作
例
が
少
な
く
、
そ
の
画
風
に
特
徴
を
見
出
せ
る
か
判
断
で
き
な
い
。
そ
こ

で
本
論
で
は
、
橘
保
国
筆
の
《
富
士
図
》
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
上
方
で
発
展
し

た
江
戸
狩
野
の
傍
流
で
あ
る
橘
派
の
作
品
と
し
て
考
察
を
く
わ
え
た
い
。

本
図
に
つ
い
て

　
本
図
は
、
縦
三
十
五
、
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
六
三
、
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

横
長
の
画
面
に
富
士
が
描
か
れ
た
絹
本
著
色
の
掛
幅
で
あ
る（
図
一

－

一
）。
全
体
と

し
て
淡
泊
な
色
遣
い
で
、
画
面
左
に
富
士
、
そ
の
手
前
に
は
水
辺
が
広
が
り
松
林
や

砂
浜
が
描
か
れ
て
い
る
。
右
下
に
「
法
眼
保
国
行
年
七
十
一
歳
筆
」
と
落
款
が
あ
り
、

「
保
國
」
の
白
文
方
印
の
印
章
が
あ
る
（
図
一

－

七
）。
落
款
か
ら
、
保
国
七
十
一
歳

の
天
明
七
（
一
七
八
七
）
年
頃
に
描
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
箱
は
残
っ
て
お
ら
ず
、

来
歴
を
知
る
手
掛
か
り
は
な
い
。

　
富
士
の
麓
に
は
霧
が
立
ち
込
め
、
手
前
に
描
か
れ
た
山
々
と
の
標
高
差
が
見
て
取

れ
る
で
あ
ろ
う
。
輪
郭
線
を
用
い
ず
、
薄
墨
の
外
隈
で
表
現
さ
れ
て
い
る
（
図
一

－

二
）。
ま
た
、
峰
を
藍
が
か
っ
た
薄
緑
で
描
き
、
山
頂
部
分
の
雪
を
塗
り
残
さ
れ
て
い

る
。
富
士
の
手
前
に
描
か
れ
た
山
に
目
を
移
す
と
、
細
か
い
筆
致
で
山
の
木
々
が
表



五
五

現
さ
れ
て
い
る
（
図
一

－

三
）。
海
岸
に
沿
っ
て
松
林
が
並
び
、広
が
る
水
辺
は
海
で

あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
手
前
の
山
の
中
腹
に
は
塔
が
描
か
れ
（
図
一

－

四
）、そ

の
麓
に
は
家
々
が
立
ち
並
ぶ
。
海
に
は
帆
船
が
見
え
る
の
み
で
、
波
や
流
れ
は
描
か

れ
て
い
な
い
（
図
一

－

五
）。
画
面
左
の
富
士
山
の
麓
を
見
る
と
、雨
雲
が
雨
を
降
ら

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
一

－

六
）。

　
全
体
と
し
て
統
一
し
た
筆
致
で
丁
寧
に
描
か
れ
た
作
品
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
画

面
右
に
富
士
の
山
頂
を
描
い
た
偏
っ
た
構
図
で
あ
る
が
、
麓
に
描
か
れ
た
雨
雲
と
落

款
に
よ
っ
て
画
面
の
調
和
が
保
た
れ
て
い
る
。
筆
跡
を
あ
ま
り
残
さ
ず
塗
ら
れ
た
富

士
と
海
は
平
面
的
な
印
象
を
与
え
が
ち
だ
が
、
前
景
か
ら
中
景
に
向
か
っ
て
色
遣
い

や
筆
致
が
使
い
分
け
ら
れ
た
山
々
を
描
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
印
象
を
緩
和
し
て
い

る
。
し
か
し
、
手
前
に
茫
洋
と
広
が
る
海
や
同
じ
調
子
で
描
か
れ
た
木
々
は
や
や
単

調
で
あ
り
、
丁
寧
に
描
か
れ
て
は
い
る
が
秀
で
た
作
品
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

他
に
も
類
似
作
品
を
何
点
か
確
認
し
て
い
る
た
め
、
人
気
の
あ
る
画
題
で
あ
っ
た
富

士
図
は
需
要
が
高
く
、
注
文
を
受
け
て
描
い
た
作
品
の
一
つ
と
推
測
す
る
。

　
作
者
の
橘
保
国
は
、
江
戸
中
期
の
画
家
で
、
享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
に
橘
守
国

の
子
と
し
て
大
坂
で
生
ま
れ
る
。
後
素
軒①
、
秋
筑
堂②
と
号
し
、
初
名
を
大
助
と
名
乗

り
成
人
後
も
こ
の
名
を
俗
称
と
し
て
用
い
た
。
画
を
父
の
守
国
に
学
び
、
父
の
死
後
、

法
橋
、
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
た③
。『
絵
本
野
山
草
』（
宝
暦
五
﹇
一
七
五
五
﹈
年
）、『
絵

本
詠
物
選
』（
一
七
七
九
﹇
安
永
八
﹈
年
刊
）
を
著
し
た
。
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年

に
没
し
、
墓
は
中
寺
町
久
成
寺
に
あ
る
。
橘
守
国
と
そ
の
門
流
に
つ
い
て
は
、
浅
野

秀
剛
氏
に
よ
っ
て
詳
細
に
解
説
さ
れ
て
い
る④
。
橘
守
国
の
門
人
に
つ
い
て
は
、『
无
名

翁
随
筆
』（
天
保
四
﹇
一
八
三
三
﹈
年
刊
）
に
「
門
人
多
し
」
と
あ
る
が
、守
国
の
門

人
は
子
の
保
国
を
除
け
ば
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
橘
国
雄
の
み
で
あ
る
。
そ
の

後
、
保
国
の
養
子
で
あ
る
保
春
、
そ
し
て
そ
の
息
子
の
保
之
ま
で
続
く
が
、
そ
の
後

橘
家
は
途
絶
え
て
し
ま
う
。

　
橘
守
国
は
多
く
の
版
本
を
残
し
た
が
、
現
存
す
る
肉
筆
画
は
少
な
い
。
保
国
、
国

雄
、
保
春
、
保
之
の
作
品
も
管
見
の
限
り
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
橘

派
の
画
風
の
特
徴
や
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
比
較
的
作
品
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
保
春
の
作
品
を
見
る
と
、
装
飾
的
な
画
面
が
特
徴
と
い
え
る
。
脇
坂

淳
氏
も
、
保
春
に
よ
る
奈
良
県
の
玉
置
神
社
の
障
壁
画
群
の
作
品
紹
介
に
お
い
て
、

「
装
飾
性
過
多
と
も
い
え
る
作
例
を
多
く
遺
し
た⑤
」と
述
べ
て
い
る
。
橘
守
国
が
学
ん

だ
鶴
澤
探
山
の
息
子
で
、鶴
澤
家
二
代
目
で
あ
る
鶴
澤
探
鯨
（
貞
享
四
﹇
一
六
八
七
﹈

年

－

明
和
六
﹇
一
七
六
九
﹈
年
）
の
作
風
は
、
江
戸
で
学
ん
だ
探
山
と
比
べ
京
狩
野

風
に
変
化
し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
五
十
嵐
公
一
氏
は
、
遅
く
と
も
十
代
後

半
か
ら
京
都
で
過
ご
し
た
探
鯨
が
京
都
に
残
る
多
く
の
作
品
を
見
た
こ
と
、
周
囲
か

ら
京
狩
野
風
の
絵
画
を
期
待
さ
れ
た
こ
と
を
そ
の
原
因
と
し
て
挙
げ
て
い
る⑥
。
但
し
、

探
鯨
の
花
鳥
図
に
見
ら
れ
る
図
様
・
構
図
は
探
幽
や
そ
の
後
の
江
戸
狩
野
が
よ
く
描

い
た
花
鳥
画
と
同
じ
粉
本
か
ら
派
生
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
鶴
澤
家
三
代
目

の
探
策
（
享
保
一
四
﹇
一
七
二
九
﹈
年

－

寛
政
九
﹇
一
七
九
七
﹈
年
）
の
画
風
は
、瀟

洒
淡
麗
な
江
戸
狩
野
風
で
あ
る⑦
。
京
都
に
お
け
る
江
戸
狩
野
の
系
列
を
引
く
家
と
し

て
、
様
々
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
鶴
澤
派
の
画
家
た
ち
は
作
品
を
制
作
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
同
じ
こ
と
が
大
坂
で
活
動
し
た
橘
家
に
も
い
え
る
の
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
か
。
ま
と
ま
っ
た
作
品
が
見
出
せ
な
い
た
め
、
画
風
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
法
眼
に
ま
で
な
っ
た
保
国
は
多
く
の
肉
筆
画
を
残
し
て
い
る
こ
と
は

疑
い
な
い
。
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【
系
図
】（
実
線
は
子
、破
線
は
弟
子
を
表
わ
す
。
但
し
保
春
は
保
国
の
養
子
で
あ
る
。）

鶴
澤
探
山

（
一
六
五
五
年

－

一
七
二
九
年
）

橘
守
国

（
一
六
七
九
年

－

一
七
四
八
年
）

橘
保
国

（
一
七
一
七
年

－

一
七
九
二
年
）

橘
国
雄

（
？

－

一
七
八
五
年
か
？
）

橘
保
春

（
一
七
五
〇
年

－

一
八
一
六
年
）

橘
保
之

（
生
没
年
不
詳
）

同
画
題
の
作
品
と
の
比
較

　
本
図
は
、
海
や
松
林
、
手
前
の
山
の
中
腹
に
み
え
る
塔
な
ど
か
ら
、
富
士
三
保
清

見
寺
図
と
考
え
ら
れ
る
。
伝
雪
舟
筆
《
富
士
三
保
清
見
寺
図
》（
永
青
文
庫
蔵
）
や
狩

野
探
幽
筆
《
富
士
山
図
》（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）
な
ど
と
同
じ
画
題
で
あ
り
、特
に

近
世
以
降
に
多
く
作
例
が
見
ら
れ
る⑧
。
特
に
狩
野
探
幽
作
品
は
二
十
五
件
以
上
も
の

遺
例
が
残
っ
て
お
り
江
戸
時
代
を
通
じ
て
模
範
視
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
寛
文
七
（
一

六
六
七
）
年
作
の
《
富
士
山
図
》（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）
は
基
本
的
に
は
伝
雪
舟
筆

《
富
士
三
保
清
見
寺
図
》
の
図
様
を
継
承
し
て
い
る
が
、余
白
を
多
く
と
っ
た
叙
情
的

な
画
面
と
な
っ
て
い
る
。
探
幽
の
富
士
図
は
、
江
戸
時
代
の
狩
野
派
の
画
家
の
み
な

ら
ず
多
く
の
画
家
に
よ
っ
て
類
似
作
品
が
制
作
さ
れ
た
と
い
う⑨
。
狩
野
派
絵
師
の
作

品
を
取
り
上
げ
る
と
、
木
挽
町
二
代
目
の
狩
野
常
信
（
寛
永
一
三
﹇
一
六
三
六
﹈
年

－

正
徳
三
﹇
一
七
一
三
﹈
年
）
の
《
富
嶽
三
保
松
原
図
》（
個
人
蔵
）
や
狩
野
惟
信

（
宝
暦
三
﹇
一
七
五
三
﹈
年

－

文
化
五
﹇
一
八
〇
八
﹈
年
）
の
《
富
嶽
十
二
ヶ
月
図

巻
》（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）
な
ど
は
探
幽
画
を
参
考
に
描
か
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
作
品
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、
景
物
と
景
物
を
繋
ぐ
余
白
、
外
隈
で

表
わ
さ
れ
た
富
士
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
探
幽
画
に
よ
く
見
ら
れ
る
余

白
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
を
繋
ぐ
表
現
は
狩
野
派
の
作
品
に
共
通
し
て
い

る
。
伝
雪
舟
筆
《
富
士
三
保
清
見
寺
図
》
の
摸
本
で
あ
る
狩
野
栄
信
（
安
永
四
﹇
一

七
七
五
﹈
年

－

文
政
一
一
﹇
一
八
二
八
﹈
年
）
の
《
富
士
三
保
清
見
寺
図
》
で
さ
え
、

伝
雪
舟
画
で
は
薄
墨
で
描
か
れ
る
画
面
右
の
海
岸
線
が
、
栄
信
画
で
は
ぼ
か
さ
れ
て
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
か
き
消
さ
れ
て
い
る
。
探
幽
の
余
白
の
扱
い
方
が
伝
雪
舟
画
を
写
す

際
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
余
白
に
よ
っ
て
空
間
が
非
合
理
な
も

の
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
境
界
線
が
ぼ
か
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
合
理

的
に
描
か
れ
た
伝
雪
舟
画
よ
り
も
奥
行
き
が
感
じ
ら
れ
、
写
実
的
な
雰
囲
気
を
与
え

て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
橘
保
国
の
《
富
士
図
》
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
本
図
に
も
、
何
も
描

か
れ
ず
塗
り
残
さ
れ
た
部
分
は
多
い
が
、
探
幽
や
他
の
狩
野
派
絵
師
の
よ
う
に
景
物

と
景
物
を
繋
ぐ
余
白
は
存
在
せ
ず
に
描
か
れ
た
も
の
全
て
が
空
間
と
し
て
破
綻
し
て

お
ら
ず
、
海
岸
線
も
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て
い
る
。
富
士
は
、
山
頂
部
は
白
く
塗
り

残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
藍
が
か
っ
た
緑
で
塗
ら
れ
探
幽
風
の
富
士
と
は
違
っ
た
表
現

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
で
は
、
江
戸
狩
野
の
画
家
の
作
品
よ
り
も
、
京
都
の
画
家
で

あ
る
原
在
中
（
寛
延
三
﹇
一
七
五
〇
﹈
年

－

天
保
八
﹇
一
八
三
七
﹈
年
）
の
《
富
士

三
保
松
原
図
》（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）
や
山
口
素
絢
（
宝
暦
九
﹇
一
七
五
九
﹈
年

－

文
政
元
年
﹇
一
八
一
八
﹈
年
）
の
《
富
嶽
図
》（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）
と
共
通
す
る

部
分
が
多
い
。
し
か
し
、
本
作
に
は
原
在
中
や
山
口
素
絢
の
よ
う
な
写
生
的
な
表
現

は
見
ら
れ
ず
、
や
や
平
面
的
な
印
象
を
与
え
る
。
ま
た
、
他
の
富
士
三
保
清
見
図
と

基
本
的
な
構
図
は
一
致
す
る
が
、
他
の
作
品
で
左
側
に
描
か
れ
る
三
保
の
松
原
が
本
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図
に
は
な
い
。
狩
野
山
雪
の
《
富
士
三
保
松
原
図
屏
風
》
は
右
隻
と
左
隻
に
風
景
を

分
け
て
描
い
て
い
る
が
、
保
国
も
こ
の
左
隻
の
よ
う
な
絵
画
を
手
本
と
し
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
探
幽
の
富
士
図
に
は
写
生
が
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。ま
た
他
の
画
家
の
作
品
を
見
て
も
、富
士
図
に
は
写
生
的
要
素
が
見
ら
れ
る
。し

か
し
、
本
図
は
濃
淡
で
奥
行
き
が
表
わ
さ
れ
る
も
の
の
写
生
的
と
は
い
え
ず
、
名
所

図
と
し
て
わ
か
り
や
す
く
塔
と
松
原
と
富
士
を
組
み
合
わ
せ
て
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

大
坂
で
活
動
し
た
保
国
や
そ
の
受
容
者
に
と
っ
て
富
士
は
、
実
際
に
目
に
す
る
山
で

は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
名
所
絵
の
世
界
に
存
在
す
る
山
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
く

わ
え
て
、
版
本
を
多
く
残
し
た
た
め
、
構
図
や
線
、
モ
テ
ィ
ー
フ
の
簡
略
化
に
長
け

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
じ
狩
野
派
の
画
家
で
あ
っ
て
も
富
士
図
と

も
、
写
生
風
の
実
景
志
向
の
強
い
京
都
の
画
家
た
ち
の
富
士
図
と
も
違
っ
た
富
士
図

を
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
橘
保
国
《
富
士
図
》
を
紹
介
し
、
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
富
士
図
と

比
較
し
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
た
。
本
図
は
、
基
本
的
な
構
図
や
富
士
山
の
形
な

ど
の
点
で
狩
野
派
風
の
富
士
図
と
一
致
す
る
が
、
富
士
山
の
稜
線
の
表
現
や
余
白
の

扱
い
方
な
ど
に
お
い
て
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
富
士
山
の
輪
郭
を

外
隈
の
み
で
表
現
せ
ず
に
稜
線
を
色
面
で
表
現
し
て
い
る
点
、
前
景
、
中
景
と
富
士

を
余
白
で
繋
が
ず
に
空
間
的
に
一
応
破
綻
の
な
い
状
態
で
描
い
て
い
る
点
な
ど
は
、

原
在
中
や
山
口
素
絢
と
い
っ
た
京
都
の
画
家
た
ち
と
共
通
す
る
点
で
あ
る
。
そ
の
一

方
で
、
こ
れ
ら
の
作
品
や
、
狩
野
派
絵
師
に
よ
る
富
士
図
に
見
ら
れ
る
写
生
的
表
現

は
本
図
に
は
見
出
せ
な
い
。
保
国
は
、
大
坂
で
活
動
し
版
本
を
多
く
残
し
た
橘
家
の

画
家
と
し
て
周
囲
の
状
況
に
合
わ
せ
自
ら
の
作
風
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
橘
保
国
の
《
富
士
図
》
は
狩
野
派
の
作
品
と
は
異
な
っ
た
表
現
が
な
さ
れ

て
お
り
、
元
は
江
戸
狩
野
の
傍
流
で
あ
る
橘
派
も
代
を
重
ね
る
ご
と
に
様
々
な
要
素

を
取
り
入
れ
変
化
し
て
い
た
こ
と
が
本
図
か
ら
理
解
で
き
る
。

注①
　
後
素
軒
は
父
の
守
国
も
使
用
し
た
号
で
あ
る
。

②
　「
秋
筑
堂
」
と
い
う
号
は
『
本
朝
古
今
新
増
書
画
便
覧
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、浅

野
秀
剛
氏
に
よ
る
と
こ
の
号
の
使
用
例
は
未
確
認
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（「
橘
守
国
と

そ
の
門
流
（
中
）」『
浮
世
絵
芸
術
』
第
八
十
三
号
、
国
際
浮
世
絵
学
会
、
一
九
八
五
年
）

③
　
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
版
『
絵
本
野
山
草
』
に
「
法
橋
保
国
」、明
和
七
（
一
七
七

〇
）
年
版
『
絵
本
写
宝
袋
』（
父
・
守
国
画
）
の
付
言
に
「
法
眼
保
国
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
ま
で
に
法
橋
、
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
ま
で
に
法
眼

の
位
に
つ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

④
　
浅
野
秀
剛
「
橘
守
国
と
そ
の
門
流
（
中
）」「
橘
守
国
と
そ
の
門
流
（
下
）」（『
浮
世
絵

芸
術
』
第
八
十
三
・
八
十
四
号
、
国
際
浮
世
絵
学
会
、
一
九
八
五
年
）

　
　
橘
派
の
画
家
に
つ
い
て
は
、
こ
の
他
に
『
近
世
の
大
坂
画
壇
』（
大
阪
市
立
美
術
館
、

一
九
七
八
年
）、『
近
世
大
坂
画
壇
』（
大
阪
市
立
美
術
館
編
、
同
朋
社
、
一
九
八
三
年
）

を
参
考
に
し
た
。

⑤
　
脇
坂
淳
「
図
版
解
説
（
11
孔
雀
図
）」（
前
掲
書
『
近
世
大
坂
画
壇
』
一
九
八
三
年
）

⑥
　
五
十
嵐
公
一
「
鶴
澤
派
に
注
目
す
る
理
由
」『
彩
〜
鶴
澤
派
か
ら
応
挙
ま
で
〜
』
兵
庫

県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
〇
年
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⑦
　『
近
世
京
都
の
狩
野
派
展
』（
京
都
文
化
博
物
館
、二
○
○
四
年
）
に
、鶴
澤
探
山
、探

鯨
、
探
策
な
ど
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
探
策
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
探
幽
の
影

響
が
色
濃
い
こ
と
が
《
群
鶴
図
襖
》（
滋
賀
・
園
城
寺
蔵
）
や
《
宇
治
・
製
茶
図
屏
風
》

（
京
都
・
大
徳
寺
蔵
）
の
作
品
解
説
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

⑧
　
飯
田
真
「
作
品
解
説
（
24
富
士
三
保
松
原
図
屏
風
）」（『
心
の
風
景

　
名
所
絵
の
世

界
』
静
岡
県
立
美
術
館
、
二
○
○
七
年
）

⑨
　
山
下
善
也
「
作
品
解
説
（
97
富
士
山
図
）」（『
生
誕
四
〇
〇
年
記
念

　
狩
野
探
幽
展
』

東
京
都
美
術
館
、
二
〇
〇
二
年
）
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九

図
一

－

一
　
橘
保
国
《
富
士
図
》（
全
体
）

図
一

－

二
　（
部
分
一
）
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〇

図
一

－

三
　（
部
分
二
）

図
一

－
四

　（
部
分
三
）



六
一

図
一

－

五
　（
部
分
四
）

図
一

－

六
　（
部
分
五
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『
靑
木
繁
遺
作
展
覽
會
圖
錄
』
に
つ
い
て

髙
　
橋

　
沙

　
希

は
じ
め
に

　
明
治
時
代
の
代
表
的
な
洋
画
家
で
あ
る
青
木
繁
の
図
録
、『
靑
木
繁
遺
作
展
覽
會
圖

錄
』
は
、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
十
一
月
二
十
五
日
に
、
青
樹
社
か
ら
弐
円
で

発
行
さ
れ
た
。
こ
の
図
録
は
、
残
っ
て
い
る
資
料
が
多
い
と
は
言
え
な
い
青
木
繁
研

究
に
お
い
て
、
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
い
。

　
青
木
繁
は
、
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
、
福
岡
県
久
留
米
市
に
生
ま
れ
、
二
十

一
歳
の
時
、《
黄
泉
比
良
坂
》
な
ど
の
神
話
画
稿
で
第
八
回
白
馬
会
展
の
白
馬
賞
を
受

賞
し
、
翌
年
の
第
九
回
白
馬
会
展
で
は
、《
海
の
幸
》
を
発
表
し
て
、
美
術
界
の
注
目

を
集
め
た
。
し
か
し
、明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
に
《
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の
宮
》

を
東
京
勧
業
博
覧
会
に
出
品
し
て
期
待
は
ず
れ
の
結
果
で
あ
っ
た
頃
か
ら
、
徐
々
に

評
価
が
得
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て
二
十
六
歳
の
と
き
に
、
家
族
と
離
れ
て

放
浪
生
活
に
入
っ
た
後
、
体
調
を
崩
し
、
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
に
、
二
十

八
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　
青
木
の
没
後
、友
人
た
ち
に
よ
っ
て
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
政
教
社
か
ら
『
靑

木
繁
畫
集
』
が
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
か
ら
二
十
六
年
も
の
年
月
が
過
ぎ
、
こ

の
青
木
の
初
め
て
の
図
録
、『
靑
木
繁
遺
作
展
覽
會
圖
錄
』
が
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
図

録
が
作
成
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
青
木
繁
遺
作
展
覧
会
は
、
青
木
の
友
人
の
梅

野
満
雄
と
青
樹
社
の
社
長
で
あ
る
鈴
木
里
一
郎
を
中
心
に
し
て
開
催
さ
れ
た
。
梅
野

は
、
青
木
の
中
学
明
善
校
で
の
同
窓
生
で
あ
り
、
青
木
と
同
じ
よ
う
に
上
京
も
し
て

お
り
、
貧
困
生
活
を
送
っ
て
い
た
青
木
は
、
梅
野
に
頼
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
展
覧
会
で
展
示
さ
れ
た
作
品
は
、
青
木
の
死
後
、
梅
野
が
必
死
に
収
集

し
、
保
管
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
青
樹
社
と
は
、
鈴
木
里
一
郎
が
大
正
十

四
（
一
九
二
五
）
年
一
月
に
設
立
し
た
画
廊
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
の
展
覧
会

な
ど
も
開
催
し
て
お
り
、
瀬
木
慎
一
氏
は
、
青
樹
社
に
つ
い
て
、「
近
代
画
商
史
上
、

も
っ
と
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
存
在
で
あ
る①
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
鈴
木
里
一

郎
は
、
後
に
石
橋
正
二
郎
の
後
援
を
得
て
政
界
に
進
出
し
、
実
業
家
と
し
て
も
成
功

を
収
め
た
人
物
で
も
あ
る
。
な
お
、
こ
の
展
覧
会
の
詳
し
い
調
査
報
告
に
つ
い
て
は
、

竹
藤
寛
氏
の
著
書
『
青
木
繁
・
坂
本
繁
二
郎
と
そ
の
友
』
が
あ
り
、
大
変
参
考
に
な

る
。

一
　『
靑
木
繁
遺
作
展
覽
會
圖
錄
』

　
現
在
で
は
薄
い
黄
土
色
に
変
色
し
て
い
る
が
、
白
色
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
図

録
の
寸
法
は
、
縦
二
十
六
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
十
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
背

表
紙
の
横
幅
六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
頁
の
厚
さ
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
下
方
中
央

に
記
載
さ
れ
て
い
る
頁
数
を
み
る
と
、
四
十
三
頁
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
文
の

中
央
部
分
に
あ
た
る
図
版
の
計
四
十
頁
分
は
頁
数
に
数
え
ら
れ
て
い
な
い
。
本
文
と

図
版
部
分
を
合
わ
せ
る
と
計
八
十
三
頁
と
な
る
。
表
紙
（
図
1
）
に
は
、左
端
に
「
靑

木
繁
遺
作
展
覽
會
圖
錄

　
附

　
尺
牘
と
和
歌
」、右
端
下
に
「
主
催

　
靑
樹
社
」
と
記

さ
れ
、
装
飾
の
イ
ラ
ス
ト
や
青
木
の
作
品
の
掲
載
な
ど
は
な
く
、
無
地
に
文
字
の
み

の
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
の
表
紙
で
あ
る
。
背
表
紙
に
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
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裏
表
紙
（
図
2
）
に
は
、
中
央
下
方
に
「
東
京
市
京
橋
區
銀
座
四
丁
目
四
番
地
　
靑

樹
社
本
店
」、「
大
阪
市
東
區
道
修
町
御
堂
筋
　
靑
樹
社
大
阪
支
店
」
と
あ
り
、
青
樹

社
の
東
京
と
大
阪
の
所
在
地
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
中
表
紙
に
は
、
中
央
に
「
靑
木
繁
遺
作
展
覽
會
圖
錄
」、
左
端
下
に
「
主
催
　
靑
樹

社
　
東
京
・
銀
座
四
丁
目
」、
右
端
上
に
は
、
縦
十
二
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横

三
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
の
紙
が
貼
ら
れ
、
そ
こ
に
は
、「
會
期
　
昭
和
十
五
年
三
月
二

十
六
日

－

三
十
日
」、「
會
場
　
青
樹
社
大
阪
支
店
　
東
區
道
修
町
御
堂
筋
（
瓦
斯
ビ

ル
北
）」
と
、二
行
に
渡
り
展
覧
会
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
貼
ら
れ
た
紙
の

下
に
は
、同
じ
く
二
行
で
、「
會
期
　
昭
和
十
四
年
十
一
月
二
十
五
日

－

二
十
日
」「
會

場
　
青
樹
社
画
廊
」と
い
う
文
字
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、こ

の
図
録
は
、
中
表
紙
に
お
い
て
、
東
京
で
の
会
期
が
記
さ
れ
た
も
の
と
、
そ
の
上
に

紙
が
添
付
さ
れ
、
大
阪
の
会
期
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
二
種
類
存
在
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
東
京
の
会
期
が
、大
阪
の
会
期
に
修
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、図

録
が
完
成
し
た
後
、
大
阪
で
の
展
覧
会
開
催
が
決
定
し
た
よ
う
に
も
推
測
さ
れ
る
が
、

図
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
主
催
者
の
鈴
木
里
一
郎
の
文
章
の
な
か
に
、
大
阪
に
お
い

て
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
す
で
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
う
で
は
な
い
よ
う
で
あ

る
。

　
そ
の
後
、「
賛
助
諸
先
生
」
と
し
て
、
順
不
同
で
、
藤
島
武
二
、
和
田
三
造
、
小
杉

未
醒
、
正
宗
得
三
郎
、
坂
本
繁
二
郎
（
図
録
に
お
い
て
は
、
誤
っ
て
「
二
」
の
漢
字

が
「
次
」
に
な
っ
て
い
る
）、
山
下
新
太
郎
、
佐
々
木
信
綱
、
島
崎
藤
村
、
木
下
杢
太

郎
、吉
江
喬
松
、坂
崎
坦
、蒲
原
有
明
の
計
十
二
名
の
名
前
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
隣
の
頁
に
は
、
青
木
の
端
正
な
横
顔
の
肖
像
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
写

真
は
、『
靑
木
繁
畫
集
』
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
様
の
写
真
で
あ
る
。
そ
の
後

に
続
く
序
文
は
、
梅
野
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
次
の
「
主
催
者
の
辭
」
は
、

鈴
木
里
一
郎
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
文
章
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

あ
と
で
詳
し
く
み
る
こ
と
に
す
る
。
次
に
、「
家
諸
　
批
評
感
想
抄
」
と
し
て
、
八
名

の
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
文
章
も
数
行
の
短
い
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
ほ

と
ん
ど
は
、
こ
の
図
録
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
以
前
紹
介
さ
れ
た
文

章
の
一
部
で
あ
る
。
正
宗
得
三
郎
、
木
下
杢
太
郎
、
森
田
恒
友
の
文
章
は
、『
靑
木
繁

畫
集
』
か
ら
の
掲
載
で
あ
り
、
蒲
原
有
明
に
つ
い
て
は
『
有
明
詩
抄
』（
岩
波
文
庫
、

一
九
二
八
年
）
の
な
か
の
「
海
の
幸
」
の
詩
に
修
正
を
加
え
た
も
の
が
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
和
田
三
造
、
小
杉
未
醒
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
美
術
新
論
』
二
巻
七
号
（
一
九
二

七
年
）、『
中
央
公
論
』（
未
見
）
か
ら
の
掲
載
で
あ
る
。
吉
江
喬
松
に
お
い
て
は
、
文

末
に
「
昭
和
十
四
年
十
月
十
六
日
」
と
日
付
が
書
か
れ
、
こ
の
図
録
の
た
め
に
書
か

れ
た
文
章
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
坂
本
繁
二
郎
の
文
章
に
つ
い
て
は
、
竹
藤
寛
氏

が
、「
先
の
画
集
作
成
の
際
に
、
新
た
に
用
意
し
た
短
文
が
、
そ
の
ま
ま
こ
の
図
録
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る②
。「
先
の
画
集
作
成
」
と
は
、「
昭
和
九

年
に
出
版
計
画
が
進
め
ら
れ
て
、
結
局
は
幻
と
化
し
た
坂
本
・
梅
野
編
『
青
木
繁
画

集③
』」
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
竹
藤
氏
は
、坂
本
が
書
い
た
こ
の
図
録
に
関
す
る
文

章
に
は
、
未
発
表
の
ま
ま
の
も
の
が
存
在
し
、
そ
れ
が
梅
野
の
手
元
残
っ
て
い
た
と

い
う
事
実
も
述
べ
て
い
る④
。

　
続
い
て
、
蒲
原
隼
雄
の
名
（
蒲
原
有
明
の
本
名
）
で
、「
蠱
惑
的
畫
家

　
そ
の
傳
説

と
印
象
」
と
題
さ
れ
た
文
章
が
、
十
頁
に
渡
り
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
『
靑
木

繁
畫
集
』
に
お
い
て
「
蠱
惑
的
畫
家
（
傳
説
と
印
象
）」
の
題
名
で
紹
介
さ
れ
て
い
た

も
の
で
あ
る
。
次
に
、
梅
野
の
「
靑
木
繁
君
を
憶
ふ
」
が
九
頁
に
渡
り
掲
載
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
文
章
に
つ
い
て
も
同
じ
く
『
靑
木
繁
畫
集
』
に
お
け
る
「
噫
靑
木
繁
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君
」
の
文
章
を
短
く
し
て
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
に
、
青
木
の
作
品
の
図

版
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
図
版
の
下
に
は
、
一
か
ら
六
十
四
ま
で
の
数
字
が
入
っ
て

い
る
も
の
の
、
番
号
通
り
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
番
号
は
、
図
版
の

後
に
続
く
目
録
（
図
3
）
の
番
号
と
対
応
し
て
い
る
。
図
版
は
計
六
十
四
作
品
の
う

ち
、カ
ラ
ー
片
面
印
刷
が
三
頁
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
《
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の
宮
》、《
海

の
幸
》、《
自
画
像
》
の
代
表
作
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
他
の
頁
は
、
白
黒
両
面
印
刷
に

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
作
品
の

図
版
の
み
を
、
数
点
掲
載
し
て
お
く
。（
図
4
か
ら
図
9
）

　
そ
の
後
、
梅
野
よ
る
「
靑
木
繁
畫
年
譜
」
が
三
頁
あ
る
。
附
記
に
は
、「
本
稿
は
始

め
共
編
の
考
へ
に
て
、
坂
本
繁
二
郎
氏
の
協
力
を
願
ひ
、
會
合
數
回
、
夜
深
二
時
過

に
至
り
た
る
事
す
ら
あ
り
た
る
次
第
に
て
、
坂
本
氏
に
負
う
所
大
な
る
も
の
な
り
。

玆
に
謹
記祀
し
て
謝
意
を
表
す
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。
次
に
、
同
じ
く
梅
野
に
よ
る

「
靑
木
繁
略
傳
」
が
三
頁
あ
り
、
最
後
に
、「
尺
牘
と
和
歌
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
尺
牘
と
和
歌
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
章
に
つ
い
て
は
、文
字
の
表
示
の
仕
方
や
和

歌
の
掲
載
の
順
番
な
ど
に
お
い
て
多
少
の
変
更
が
あ
る
も
の
の
、
平
成
十
五
（
二
〇

〇
三
）
年
に
発
行
さ
れ
た
『
假
象
の
創
造

　
増
補
版

　
青
木
繁
全
文
集
』 
の
な
か
で

同
じ
文
章
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　
青
木
繁
遺
作
展
覧
会
に
つ
い
て

　
梅
野
の
序
文
に
、「
昭
和
二
年
六
月
、
明
治
大
正
名
作
展
覽
會
が
東
京
府
美
術
館
に

於
て
開
か
れ
ま
し
た
。
此
時
『
海
の
幸
』、『
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の
宮
』
の
二
幀
が

『
場
中
の
異
彩
』
と
し
て
推
稱
せ
ら
れ
、
靑
木
氏
の
名
聲
が
俄
に
高
ま
り
ま
し
て
、
畫

人
と
し
て
の
位
置
が
決
定
し
た
樣
に
思
は
れ
ま
す
。」
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、明

治
大
正
名
作
展
覧
会
に
よ
っ
て
、
青
木
は
、
再
び
美
術
界
の
注
目
を
集
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
十
二
年
後
に
、こ
の
青
木
繁
遺
作
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
で
、青

木
の
名
は
さ
ら
に
広
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
展
覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ

た
契
機
と
し
て
、
梅
野
は
、
序
文
に
お
い
て
、
美
術
館
設
立
の
希
望
を
抱
い
た
も
の

の
「
微
力
に
し
て
未
だ
そ
の
機
會
到
來
」
し
な
か
っ
た
こ
と
、
久
留
米
市
明
善
校
講

堂
の
火
災
に
よ
っ
て
、
青
木
の
描
い
た
五
〇
号
の
肖
像
画
が
燃
え
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
記
し
、「
仍
て
遂
に
此
の
二
つ
の
理
由
か
ら
意
を
決
し
ま
し
て
次
善
の
策
を
と
り
、

專
有
を
散
じ
て
若
し
あ
ら
ば
廣
く
江
湖
同
好
の
方
に
お
頒
ち
し
て
、
靑
木
藝
術
の
永

久
の
保
存
に
努
め
度
い
と
思
立
ち
ま
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。」と
書
い
て
い
る
。
つ

ま
り
、
こ
の
展
覧
会
は
、
も
は
や
美
術
館
設
立
の
夢
が
断
た
れ
た
梅
野
一
人
の
手
元

に
青
木
の
作
品
を
置
い
て
お
く
の
で
は
な
く
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
青
木
の
作
品
の

魅
力
を
広
げ
る
た
め
に
、
青
木
の
作
品
を
売
買
す
る
と
い
う
目
的
を
も
持
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
の
展
覧
会
を
機
に
、
大
切
に
保
管
し
て
き
た
青
木
の
作
品
は
、
梅
野

の
元
か
ら
離
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
竹
藤
氏
は
、
梅
野
が
鈴
木

里
一
郎
に
、
こ
の
展
覧
会
を
売
立
展
と
し
て
開
催
す
る
一
つ
の
条
件
と
し
て
、「
立
派

な
遺
作
展
図
録
の
作
成
」、つ
ま
り
こ
の
『
青
木
繁
遺
作
展
覽
會
圖
錄
』
の
作
成
を
主

張
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
推
測
し
て
い
る⑤
。
さ
ら
に
竹
藤
氏
は
、
梅
野

の
こ
の
序
文
が
、
先
ほ
ど
挙
げ
た
「
幻
と
化
し
た
坂
本
・
梅
野
編
『
青
木
繁
画
集
』」

の
「
序
文
草
稿
と
非
常
に
相
似
し
て
い
る
」
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る⑥
。

　
鈴
木
里
一
郎
の
文
章
に
お
い
て
は
、「
今
夏
た
ま
〳
〵
九
州
に
遊
び
、
久
留
米
近
郊

の
莊
園
に
梅
野
滿
雄
を
訪
ひ
、
請
ひ
て
、
靑
木
繁
の
遺
作
を
見
る
。
導
か
れ
て
『
海

の
幸
』、『
自
畫
像
』
等
の
前
に
立
っ
た
私
は
、
畫
商
生
活
十
五
年
以
來
、
未
だ
嘗
て
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な
き
感
動
を
受
け
、
し
ば
し
茫
然
自
失
の
體
で
あ
つ
た
」
と
記
さ
れ
、
梅
野
を
訪
ね

た
際
に
、
青
木
の
作
品
を
み
て
感
銘
を
受
け
た
こ
と
が
、
展
覧
会
の
開
催
の
き
っ
か

け
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
青
木
の
こ
と
を「
眞
の
天
才
」

だ
と
評
価
し
、
鈴
木
里
一
郎
も
青
木
の
作
品
を
、
さ
ら
に
多
く
の
人
々
に
知
っ
て
ほ

し
い
と
考
え
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
展
覧
会
は
、
梅
野
と
鈴
木
里
一
郎
の
青
木
へ
の
思
い
が
込
め

ら
れ
た
展
覧
会
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
展
覧
会
に
お
い
て
は
、
青
木
の
恋
人
で

あ
っ
た
福
田
た
ね
と
、
た
ね
と
青
木
の
息
子
で
あ
る
福
田
蘭
堂
が
、
遺
族
で
あ
る
自

分
た
ち
の
作
品
の
所
有
権
を
主
張
し
、
警
察
に
訴
え
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
先
に
挙
げ
た
『
青
木
繁
・
坂
本
繁
二
郎
と
そ
の
友
』
の
な

か
で
、
竹
藤
氏
が
、
そ
れ
に
関
わ
る
書
簡
な
ど
も
紹
介
し
な
が
ら
詳
し
く
述
べ
て
い

る
。

お
わ
り
に

　
こ
の
図
録
で
は
、
青
木
没
後
の
青
木
の
作
品
の
状
況
に
つ
い
て
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
洋
画
家
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
図
録
に
お
い
て
も
『
靑

木
繁
畫
集
』
と
同
様
に
、
和
歌
や
手
紙
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
は
、
彼
の

文
学
的
才
能
と
、
彼
の
美
術
と
文
学
と
の
深
い
関
係
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
。

　
晩
年
、
青
木
の
評
価
が
低
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
や
、
放
浪
生
活
を
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
彼
に
つ
い
て
の
資
料
は
、
紛
失
な
ど
も
し
て
お
り
、
あ
ま
り
多
く
は
残

っ
て
い
な
い
。
そ
の
な
か
で
、
友
人
た
ち
の
言
葉
や
坂
本
と
梅
野
の
「
靑
木
繁
畫
年

譜
」
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
こ
の
図
録
は
、
青
木
に
つ
い
て
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
青
木
自
身
に
つ
い
て
だ
け
で

は
な
く
、
梅
野
を
は
じ
め
と
す
る
周
囲
の
人
々
が
、
ど
れ
ほ
ど
ま
で
に
青
木
の
作
品

に
魅
了
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
理
解
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。注①

　
瀬
木
慎
一
『
世
紀
の
大
画
商
た
ち
』（
駸
々
堂
出
版
株
式
会
社
、
一
九
八
七
年
）、
二

〇
八
頁
。

②
　
竹
藤
寛
『
青
木
繁
・
坂
本
繁
二
郎
と
そ
の
友
』（
株
式
会
社
平
凡
社
、
一
九
九
一
年
）、

二
七
八
頁
。

③
　
同
書
、
二
七
五
頁
。

④
　
同
書
、
二
七
九
頁
。

⑤
　
同
書
、
二
七
七
頁
。

⑥
　
同
書
、
二
七
五
頁
。



六
六

図 2　裏表紙 図 1　表紙

図 3　目録（部分）
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図 4　《布良の松山》（油彩）

図 6　《風景》（油彩）

図 8　《活人畫少萬》（鉛筆）

図 5　《柿むき》（水彩）

図 7　《藝妓》（油彩）

図 9　《自畫像》（色鉛筆）
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歌
川
国
芳
筆
『
国
芳
雑
画
集
』
異
版
本

中
　
山

　
創

　
太

　『
国
芳
雑
画
集
』（
以
下
、『
雑
画
集
』
と
略
称
）
は
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
か

ら
翌
四
年
に
人
形
町
通
庄
助
屋
鋪
品
川
屋
久
助
、
他
七
軒
の
書
肆①
か
ら
刊
行
さ
れ
た
、

二
編
二
冊
、
中
本
色
摺
、
と
も
に
全
二
〇
丁
か
ら
成
る
絵
手
本
で
あ
る
。
作
者
は
江

戸
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
浮
世
絵
師
歌
川
国
芳
（
寛
政
九

－

文
久
元
年
・
一
七
九
七

－

一
八
六
一
）
で
あ
る
。
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
頃
、
初
代
歌
川
豊
国
（
明
和
六

－

文
政
八
年
・
一
七
六
九

－

一
八
二
五
）
に
入
門
し
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
頃

に
刊
行
し
た
《
通
俗
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
之
一
個
》
に
よ
っ
て
浮
世
絵
師
と
し
て
の

地
位
を
獲
得
す
る
。
そ
の
後
、
武
者
絵
と
と
も
に
、
洋
風
表
現
を
多
用
し
た
風
景
画

や
諧
謔
味
に
富
ん
だ
戯
画
な
ど
の
多
岐
に
わ
た
る
作
品
を
制
作
し
て
い
る
。

　
先
に
も
指
摘
し
た
通
り
、『
雑
画
集
』
は
国
芳
の
絵
手
本
で
あ
り
、
彼
が
得
意
と
し

た
武
者
絵
や
戯
画
に
加
え
て
、
風
俗
画
や
動
物
画
な
ど
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。
国
芳

は
『
雑
画
集
』
刊
行
の
前
年
に
、同
じ
趣
向
の
絵
手
本
で
あ
る
『
風
俗
大
雑
書
』（
中

本
色
摺
、
浅
草
中
代
地
野
村
新
兵
衛
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
も

『
雑
画
集
』
初
編
は
、洋
風
表
現
（
彩
色
に
よ
る
陰
影
表
現
）
が
多
用
さ
れ
て
い
た
り
、

画
面
構
成
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
た
り
し
て
お
り
、
国
芳
の
探
究
心
が
顕
在
化
し

た
作
品
と
い
え
る
。

　
な
お
、『
雑
画
集
』
初
編
、
お
よ
び
二
編
は
国
芳
の
絵
本
研
究
書
で
あ
る
悳
俊
彦
監

修
解
説
『
国
芳
の
絵
本
』
②
（
岩
崎
美
術
社
、
一
九
八
九
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、

異
版
本
は
管
見
の
限
り
、
こ
れ
ま
で
の
展
覧
会
図
録
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
未
紹
介

の
た
め
、
こ
こ
に
採
り
上
げ
た
い②
。

　『
国
芳
雑
画
集
』
異
版
本
（
以
下
、「
異
版
本
」
と
略
称
）
は
、
中
本
色
摺
、
寸
法

は
縦
十
八
・
〇
、
横
十
一
・
九
糎
。
題
簽
は
表
紙
左
肩
に
「
国
芳
僈
画
　
全
」
と
あ

る
。（
図
一
）
見
返
し
や
奥
付
は
み
ら
れ
ず
、
版
元
や
刊
行
年
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

収
載
さ
れ
る
挿
絵
は
『
雑
画
集
』
初
編
の
一
部
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
一
部

に
は
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。（
表
①
参
照
）
柱
刻
は
二
丁
か
ら
十
丁
に
「
雑
画
」

と
あ
る
の
み
で
あ
る
。『
雑
画
集
』
初
編
（
金
沢
美
術
工
芸
大
学
絵
手
本
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
本
を
底
本
と
し
た
。
以
下
、「
金
沢
美
大
本
」
と
略
称
）
の
柱
刻
に
は
、「
雑
画
」

と
そ
の
下
部
に
丁
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
異
版
本
に
お
い
て
は
、
十
一
丁
か
ら
十
八

丁
の
丁
裏
下
部
に
は
、「
一
」
か
ら
「
八
」
の
丁
数
が
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

　
本
書
の
構
成
は
、
一
丁
表
に
序
文
、
一
丁
裏
か
ら
十
丁
裏
に
挿
絵
、
十
一
丁
表
か

ら
十
八
丁
表
ま
で
に
挿
絵
の
解
説
、
十
八
丁
裏
に
跋
文
と
な
っ
て
い
る
。
版
面
の
寸

法
は
そ
れ
ぞ
れ
、
序
文
が
縦
十
四
・
五
、
横
九
・
五
糎
、
挿
絵
部
分
が
縦
十
五
・
七
、

横
十
・
六
糎
、
全
十
八
丁
、
挿
絵
解
説
、
お
よ
び
跋
文
部
分
が
縦
十
四
・
二
、
横
九
・

四
糎
。
挿
絵
や
巻
末
に
み
ら
れ
る
解
説
文
は
、『
雑
画
集
』
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
で

あ
り
、
異
版
本
を
刊
行
す
る
際
に
新
し
く
再
編
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る③
。

　
挿
絵
を
み
る
と
、
金
沢
美
大
版
と
比
較
し
て
も
、
摺
り
が
荒
く
、
藍
色
を
多
用
し

た
ど
ぎ
つ
い
画
面
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、『
雑
画
集
』
初
編
、
お
よ
び
二
編
よ

り
も
後
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
匡
郭
の
摩
耗
に
共
通
す

る
部
位
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
も
、
同
じ
版
木
が
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
示

唆
さ
れ
る④
。

　
序
文
は
「
俵
粒
子
計
丰
人
」
が
担
当
し
て
い
る
。
印
章
を
み
る
と
「
計
丰
」
と
読

め
る
が
、
そ
の
人
物
の
経
歴
は
詳
か
で
な
い
。「
画
徳
の
大
成
哉
」
と
あ
る
よ
う
に
、
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絵
を
見
た
際
に
起
こ
る
感
情
は
、
観
者
に
よ
っ
て
各
々
異
な
る
と
い
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、後
半
部
に
お
い
て
、人
は
絵
を
鑑
賞
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
思

を
晴
す
の
一
助
な
ん
」
と
あ
り
、
そ
の
例
え
と
し
て
「
歌
舞
伎
の
三
姫
」
と
い
わ
れ

る
「
雪
姫
」、「
桜
姫
」、「
八
重
垣
姫
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
画
題
を
み
て
い
く
と
、
謡
曲
「
藤
戸
」
を
題
材
と
し
た
「
佐
々
木
三
郎
」、

義
経
の
八
艘
飛
び
（『
平
家
物
語
』
巻
第
十
一
「
能
登
殿
最
期
」）
の
場
面
を
描
い
た

「
能
登
守
教
経
／
源
義
経
」
な
ど
の
武
者
絵
、「
舌
切
雀
」
を
題
材
に
し
た
「
む
か
し

は
な
し
」
や
「
清
玄
堕
落
」
な
ど
の
説
話
画
、「
福
神
遊
」、「
銭
湯
」
な
ど
の
戯
画
が

多
く
を
占
め
て
い
る
。
国
芳
が
得
意
と
し
た
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
と
と
も
に
、
著
名
な

場
面
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
国
芳
自
身
の
錦

絵
作
品
だ
け
で
な
く
、
同
時
代
の
絵
師
に
よ
る
作
品
も
散
見
さ
れ
、
画
題
の
選
択
に

目
新
し
い
点
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
先
に
も
指
摘
し
た
通
り
国
芳
は
洋
風
表
現
を
多
用
し
て
い
た
り
、
画
面

構
成
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
た
り
す
る
点
は
看
過
で
き
な
い
。
な
か
で
も
、「
混
論
国

珊
瑚
を
と
る
図
」
の
崖
に
腰
か
け
る
人
物
や
「
佐
々
木
三
郎
」
の
前
足
を
挙
げ
る
馬

の
筋
肉
の
な
ど
の
描
写
か
ら
は
、
対
象
の
立
体
感
や
、
動
き
の
表
現
を
表
そ
う
と
す

る
国
芳
の
姿
勢
を
見
出
せ
る
。
ま
た
、「
能
登
守
教
経
／
源
義
経
」
や
「
義
経
弁
慶
・

知
盛
」
な
ど
は
、
画
面
の
中
心
人
物
で
あ
る
義
経
や
知
盛
が
背
後
か
ら
捉
え
ら
れ
て

い
る
。
国
芳
は
義
経
が
舟
を
軽
快
に
飛
び
移
る
姿
や
、
知
盛
が
亡
霊
と
化
し
た
異
様

な
姿
を
描
出
す
る
こ
と
よ
り
も
、
教
経
や
義
経
、
お
よ
び
弁
慶
と
向
か
い
合
う
よ
う

に
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
画
面
に
奥
行
き
を
持
た
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
鈴
木
重
三
氏
は
国
芳
の
同
趣
向
を
採
る
作
品
を
提
示
し
て
い
る⑤
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
、
国
芳
は
画
面
の
視
点
に
お
い
て
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
た
と
い
っ

て
よ
い
。

　
先
に
も
指
摘
し
た
通
り
、
異
版
本
の
特
徴
と
し
て
、
挿
絵
中
、
お
よ
び
巻
末
に
解

説
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
序
文
、
挿
絵
中
の

解
題
文
、
巻
末
の
解
説
文
、
跋
文
の
順
に
翻
刻
を
記
す⑥
。

〔
一
丁
表
：
序
文
〕

　
国
芳
雑
画
集

　
画ぐ
わ

徳と
く

乃
大お
ほ
ひ

成な
る

哉か
な

、
賢け
ん

才さ
い

智ち

勇ゆ
う

義ぎ

者し
や

の
像か
た
ちを
画ゑ
が
ける
を
み
れ
バ
心こ
こ
ろい
さ
み
て
善ぜ
ん

に
す
ゝ
み
、
奸か
ん

悪あ
く

不ふ

義ぎ

無ぶ

道ど
う

の
面め
ん

部ぶ

を
姫ひ
め

子ご

達た
ち

の
墨す
み

も
て
塗ぬ
り

消け
す

も
悪あ
く

を
嫌き
ら

ふ
の

日や
ま

本と
だ

魂ま
し
い、

女お
ん

画な
ゑ

を
み
れ
ば
お
も
は
ず
春

し
ゆ
ん

情ぜ
う

を
発お

こ

す
痴ち

夫ふ

頑ぐ
わ

婦ん
ふ

、
且か

つ

酔す
い

狂け
う

の
絵ゑ

に

ハ
笑わ
ら

ひ
催も

よ
うす

な
る
べ
し
。
煕き

宗そ
う

帝て
い

の
鷹た

か

ハ
此こ

の

む
ら
石い

し

川か
ハ

に
親お

や

子こ

の
情ぜ

う

を
通つ

う

じ
、

雪ゆ
き

姫ひ
め

が
鼡ね

ず
みハ

縲る
い

絏せ
つ

の
恥い

や

辱し
み

を
そ
ゝ
ぎ
、
亦ま

た

平へ
い

石せ
き

面め
ん

の
自じ

像ぞ
う

忽た
ち
まち

病べ
う

根こ
ん

を
断た

つ

、
清せ

い

玄げ
ん

が
桜

さ
く
ら

姫ひ
め

、
八や

重え

垣が
き

姫ひ
め

が
勝か

つ

頼よ
り

の
姿す

が

絵た
え

も
思お

も
ひを

晴は
ら

す
の
一い

ち

助じ
ょ

な
ん
。
た
ゞ
画ゑ

に

柄ゑ
を

添そ
へ

る
蛇し
や

足そ
く

の
辨
者
□
。

 

俵
粒
子
計
豊
人
序
（
印
）
：
「
計
豊
」

〔
一
丁
裏
、
二
丁
表
：
混く

論ろ
ん

国ぼ
う

珊さ
ん

瑚ご

を
と
る
図
〕（
図
2
）

　
ク
ロ
ン
ボ
ウ
黒く
ろ

子す

と
も
い
ふ
。
此こ
の

者も
の

南な
ん

海か
い

咬か
み

咬瑠
巴は

榜べ
ん

葛が

刺ら

の

ち

土ど

人し
ん

に
て
お
ろ

か
な
り
と
い
へ
ど
も
、
正せ
う

直ぢ
き

ニ
し
て
身み

か
る
き
こ
と
つ
ば
さ
あ
る
が
ご
と
く
、

又ま
た

水す
い

中ち
う

に
入い

り

て
ハ
魚う

を

の
ご
と
し
。
西さ

い

洋よ
う

諸し
ょ

国こ
く

に
か
ゝ
へ
ら
れ
て
船せ

ん

中ち
う

海か
い

底て
い

を
は

た
ら
く
な
り
。

〔
二
丁
裏
、
三
丁
表
：
福
神
遊
〕（
図
三
）

〔
三
丁
裏
：
無
題
（
む
か
し
は
な
し
）〕（
図
四
）

　
舌し
た

き
り
雀す

ず
めハ

大た
い

よ
く
は
む
よ
く
に
た
り
と
い
ふ
事こ

と

を
お
し
へ
、
い
ん
と
く
の

む
く
い
を
さ
と
す
。
桃も
も

太た

郎ろ
う

・
猿さ
る

か
に
・
花
さ
き
ぢ
ゝ
み
な
教け
う

訓く
ん

に
し
て
お
さ



七
〇

な
き
も
の
に
昔む
か
しハ
よ
く
咄
は
な
し

聞き
か

せ
し
也
。

〔
四
丁
表
：
佐
々
木
三
郎
〕（
図
四
）

　
盛も
り

綱つ
な

ふ
ぢ
と
り
川
の
浅あ
さ

瀬せ

を
百
ひ
や
く

性し
う

に
お
し
へ
ら
れ
、
直す
ぐ

に
そ
の
百
性
を
こ
ろ

し
、
先せ
ん

ち
ん
せ
し
ハ
不ぶ

仁じ
ん

に
た
る
大た
い

器き

量り
う

と
い
ふ
べ
し
。

〔
四
丁
裏
、
五
丁
表
：
銭
湯
〕（
図
5
）

〔
五
丁
裏
：
太た
い

公こ
う

望ぼ
う

〕（
図
6
）

　
太た
い

公こ
う

望ぼ
う

釣つ
り

を
た
れ
て
や
ま
ず
ゆ
へ
に
妻つ

ま

り
べ
つ
す
。
後の

ち

周し
う

の
大た

い

元け
ん

帥す
い

と
な
り

八は
ち

百ひ
や
く

年ね
ん

の
も
と
い
を
開ひ
ら

く
。

〔
六
丁
表
：
葛
の
葉
き
つ
ね
〕（
図
6
）

〔
六
丁
裏
：
清
玄
堕
落
・
七
丁
表
：
塒
雀
・
井
出
の
萩
〕（
図
7
）

〔
七
丁
裏
、
八
丁
表
：
能の

登と

守か
み

教の
り

経つ
ね

／
源
み
な
も
と
の

義よ
し

経つ
ね

〕（
図
8
）

　
九く

郎ろ
う

判は
う

官が
ん

義よ
し

経つ
ね

奥お
う

州し
う

ゟ
は
せ
登の
ぼ

り
頼よ
り

朝と
も

に
対た
い

面め
ん

な
し
、
右う

幕ば
つ

下か

の
目も
く

代だ
い

と
し

て
木き

曾そ

義よ
し

仲な
か

を
亡ほ

ろ
ぼし

、
夫そ

れ

よ
り
す
ぐ
平へ

い

家ぐ
ん

を
追つ

い

討と
う

し
、
鵯

ひ
よ
ど
り

越
よ
り
不ふ

意い

に
お
こ

り
て
、
壇だ
ん

の
浦う

ら

平へ
い

軍ぐ
ん

惣そ
う

く
づ
れ
、
教の

り

経つ
ね

、
義よ

し

経つ
ね
を

追お
わ

ん
と
し
て
叶か

な

ハ
ず
、
終つ

い

に
海か

い

底て
い

に
入い

り

て
死し

す
。

〔
八
丁
裏
、
九
丁
表
：
義よ
し

経つ
ね

弁べ
ん

慶け
い

〕（
図
9
）

　
義よ
し

経つ
ね

讒ざ
ん

言げ
ん

に
よ
り
て
京き
よ

師う
と

に
足あ
し

を
と
ゞ
め
る
こ
と
か
な
ハ
ず
、
み
ち
の
く
へ

下け

向こ
う

せ
ん
と
て
、
摂せ
つ

州し
う

大た
い

物も
つ

の
浦う
ら

よ
り
出
し
ゆ
つ

航せ
ん

す
る
ニ
、
夜よ

に
入い
り

大だ
い

風ふ
う

雨う

に
て
海う
み

荒あ
れ

、
知と
も

盛も
り

の
怨お
ん

霊れ
う

い
で
ゝ
障せ
う

げ
を
な
す
。

〔
九
丁
裏
：
無
題
（
お
や
子
の
順
れ
い
）〕（
図
一
〇
）

　
観く
わ

世ん
ぜ

音お
ん

三
十
三
に
変へ

ん

身し
ん

し
て
衆し

ゆ

生ぜ
う

を
済さ

い

度ど

な
し
給
ふ
。
よ
り
て
西さ

い

国こ
く

坂ば
ん

東ど
う

順じ
ゆ
ん

礼れ
い

す
る
者も

の

ハ
其そ

の

身み

天て
ん

上ぜ
う

に
う
ま
れ
、
子し

そ
ん
は
ん
ぜ
う
疑う

た
がひ

な
し
。

〔
十
丁
表
：
廿
四
輩
・
七
里
が
浜
〕（
図
10
）

〔
十
丁
裏
：
帰き

国こ
く

の
浦う
ら

島し
ま

〕（
図
11
）

　
浦う
ら

嶋し
ま

龍り
う

宮く
う

ゟ
帰き

朝て
う

し
て
わ
が
家い
へ

に
来き

た
り
け
る
に
、
家い
え

ハ
あ
と
か
た
な
く
な

り
し
ゆ
へ
た
づ
ね
と
ふ
ニ
、
家い
へ

を
出い
で

し
よ
り
三
百
余よ

年ね
ん

を
へ
た
り
し
と
い
ふ
。

〔
十
一
丁
表
〜
十
八
丁
表
：
解
説
文
〕

　
　
国
芳
雑
画
集

　
○
黒く
ろ
ん

坊ぼ
う

　
ス
ワ
ル
ト
ヨ
ン
ゴ
と
い
ふ
、
ス
ワ
ル
ト
ハ
黒
き
と
い
へ
り
る
よ
し
。
ヨ
ン
ゴ

と
ハ
若わ
か

き
と
い
ふ
こ
と
也
。
生せ
う

国こ
く

ハ
南な
ん

海か
い

中ち
う

に
あ
る
咬か
み

咬瑠
巴は

榜べ
ん

葛が

刺ら

等と
う

の

ち

土ど

人じ
ん

な
り
。
暖だ
ん

帯た
い

の
地ち

に
し
て
日に
ち

輪り
ん

の
行げ
う

道ど
う

に
ち
か
き
国く
に

に
生う
ま

る
ゝ
ゆ
へ
色い
ろ

黒く
ろ

し
と

い
へ
り
。
強ご
う

力り
き

の
者も
の

に
て
、
常つ
ね

に
パ
ン
と
魚う
を

を
と
り
喰く
ハ

ふ
。
四し

足そ
く

あ
る
も
の
ゝ

内う
ち

に
て
ハ
牛う
し

ば
か
り
を
喰く
ハ

ふ
。
是こ
れ

天て
ん

竺ぢ
く

国こ
く

の
地ち

方ほ
う

常ぜ
う

食し
よ
くな
る
ゆ
へ
な
り
と
ぞ
、

海か
い

底て
い

に
入い
り

て
ハ
魚う
を

の
ご
と
く
水す
い

中ち
う

を
自じ

在ざ
い

に
お
よ
ぎ
歩あ
る
き行
て
珊さ
ん

瑚ご

珠じ
ゆ

を
取と
り

、
和お

蘭ら
ん

陀だ

人じ
ん

に
売う

り

わ
た
し
其そ

の

価か
ゝ
くを

う
け
て
帰か

へ

る
者も

の

あ
り
。
ま
た
初よ

う

少せ
う

の
と
き
よ
り
西さ

い

洋よ
う

諸し
よ

国こ
く

に
か
ゝ
へ
ら
る
ゝ
者
も
あ
り
。
ま
た
ハ
諸し

よ

蛮ば
ん

国こ
く

中ち
う

に
や
と
ハ
れ
る
も
あ

り
。
い
づ
れ
も
舩せ
ん

中ち
う

の
は
た
ら
き
男を

と
こに

て
帆ほ

の
か
け
か
へ
な
ど
す
る
に
、
帆ほ

ば

柱し
ら

を
上あ
が

り
下を

り
す
る
ハ
猿ゑ
ん

猴こ
う

の
木こ

す
へ
を
は
し
る
よ
り
は
や
し
。
愚ぐ
ち

直よ
く

に
し
て
人

に
た
の
ま
れ
し
こ
と
ハ
水す
い

火く
わ

の
な
り
を
も
い
と
ハ
ず
と
い
へ
り
。

　
○
七し
ち

福ふ
く

神じ
ん

　
大だ
い

黒こ
く

天て
ん

ハ
大お
ゝ

国く
に

主ぬ
し

の
命み
こ
と、
ま
た
大お
ゝ

巳あ
な

貴む
ち
の

尊み
こ
と、
又
醜し
こ

男を
の

命み
こ
とと
も
号ご
う

す
。
北ほ
つ

方ほ
う

子ね

の
方か
た

を
司
つ
か
さ
どる
御お
ん

神か
み

ゆ
へ
甲き
の

子へ
ね

を
も
つ
て
祭さ
い

礼れ
い

の
日ひ

と
し
、
ま
た
ね
ず
み
を
つ
か

ハ
し
め
と
い
べ
（
マ
マ
）る

義ぎ

も
こ
の
ゆ
へ
な
り
。
御お

ん

父ち
ゝ

神が
み

ハ
素す

戔さ
の

烏を
の

尊み
こ
とに

し
て
稲い

な

田だ

姫ひ
め

の
産う

め

る
所と

こ
ろと

い
ふ
。
戎

ゑ
び
す

三さ
む

郎ろ
う

ハ
蛭ひ

る

子こ

の
尊み

こ
とと

申
て
伊い

弉さ
な

儀ぎ
の

尊み
こ
と

第だ
い

三
の
御
子こ

に

て
う
む
れ
て
三
年
足あ
し

た
ら
ず
と
い
へ
り
。
弁べ
ん

才ざ
い

天て
ん

女に
よ

ハ
吉き
ち

祥じ
う

天て
ん

女に
よ

と
も
い
ふ
。



七
一

ま
た
別べ

つ

名め
う

宇う

賀が

神し
ん

王わ
う

と
い
ふ
な
り
。
仏ふ

つ

説せ
つ

に
「
此こ

の

神か
み

の
呪じ

ゆ

を
誦じ

ゆ

持ぢ

せ
バ
、
お
の

づ
か
ら
一い
つ

切さ
い

の
福ふ

く

田で
ん

皆み
な

悉
こ
と
〴
〵
く

成ぜ
う

就じ
ゆ

す
」
と
説と

き

た
り
。
毘び

沙し
や

門も
ん

天て
ん

、ま
た
多た

門も
ん

天て
ん

と
い
ふ
。
須し

ゆ

弥み

山せ
ん

の
な
か
ば
に
四し

天て
ん

王わ
う

あ
り
。
東ひ

が
しハ

持ぢ

国こ
く

天て
ん

、南み
な
みハ

増そ
う

長て
う

天て
ん

、西に
し

ハ
廣か

う

目も
く

天て
ん

、
北き

た

ハ
則

す
な
ハ
ち

多
門
天
な
り
。
毘
沙
門
天
ハ
智ち

勇ゆ
う

守ま
も
る

神か
み

な
る
ゆ
へ
、
楠

く
す
の
き

の
母は
ゝ

志し

貴ぎ

山さ
ん

の
毘
沙
門
を
い
の
り
て
孕
は
ら
む

むマ
マ

所
の
子こ

中ち
う

将ぜ
う

正ま
さ

成し
げ

な
り
。
布ほ

袋て
い

和お

尚せ
う

ハ
唐も
ろ

土こ
し

明め
い

刹し
う
た

奉て
ほ
う

化く
わ

縣け
ん

金き
ん

山ざ
ん

寺じ

と
い
へ
る
寺て
ら

の
神し
ん

僧そ
う

な
り
。
そ
の
か
た
ち
腲わ
い

脮た
い

と
肥こ
へ

ふ
と
り
、
小せ
う

児に

を
愛あ
い

し
て
俗ぞ
く

事じ

を
き
ら
ひ
、
つ
ね
に
杖つ
へ

を
も
つ
て
布ぬ
の

袋ぶ
く
ろを

荷に
な

ひ
、
そ
の
袋
に
手
あ
び
、
又
ハ
く
わ
し
・
く
だ
も
の
ゝ
類る
い

を
い
れ
お
き
て
、
こ

れ
童ど
う

子じ

等ら

に
あ
た
へ
て
た
の
し
み
と
せ
り
。
福ふ

く

禄ろ
く

寿じ
ゅ

ハ
南な

ん

極き
よ
く

星せ
い

の
こ
と
な
る

ゆ
へ
南
極
老ろ
う

人じ
ん

な
ど
ゝ
人
名
ら
し
く
付
れ
ど
も
星ほ

し

の
あ
だ
名な

な
り
。
此
星
あ
ら

ハ
る
ゝ
時
ハ
国こ
く

家か

治ぢ

安あ
ん

に
し
て
寿

こ
と
ぶ
きを

主つ
か
さど

る
と
い
へ
り
。
し
か
れ
ど
も
日に

つ

本ほ
ん

に

て
ハ
北ほ
く

極き
よ
く

星せ
い

は
み
ゆ
れ
ど
も
、
南
極
星
を
み
る
事
な
し
。
こ
れ
ハ
日
本
の
地
、

星ほ
し

よ
り
も
高た
か

く
地ち

に
さ
へ
ぎ
ら
る
ゝ
ゆ
へ
に
見み

へ
ざ
る
な
り
。
寿じ
ゆ

老ろ
う

人じ
ん

は
宋も
ろ

朝こ
し

の
元げ
ん

祐ゆ
う

年ね
ん

間ぢ
う

京み
や
こ師
に
ひ
と
り
の
老ろ
う

人じ
ん

あ
り
。
身み

の
た
け
三さ
ん

尺じ
や
くに
し
て
首し
ゆ

元げ
ん

そ
の

な
か
ば
に
あ
り
。
日ひ
ゞ

々
に
市い
ち

に
い
で
て
吉き
つ

凶け
う

を
う
ら
な
ひ
、
酒さ
け

を
呑の
み

て
い
は
く
、

「
吾わ
れ

ハ
こ
れ
寿じ
ゅ

命め
う

を
ま
す
聖せ
い

人じ
ん

な
り
」
と
い
ふ
。
官や
く

院し
よ

に
あ
る
武ひ

士と

こ
れ
を
み

て
、
其
か
た
ち
を
図づ

し
て
帝み

か
どに

奏そ
う

す
。
み
か
ど
勅お

ゝ
せ命

あ
り
て
そ
の
老
人
を
め
さ

れ
て
酒さ
け

を
た
ま
ハ
り
、「
汝な

ん
じが

年と
し

、
今こ

と
し年

い
く
ば
く
そ
」
と
問と

い

給
へ
バ
、「
無

は
か
り

量な
し

」

と
ば
か
り
い
ゝ
て
も
ど
り
行ゆ
く

に
、
翌よ

く

朝て
う

大た
い

史し

、
帝み

か
どに

奏そ
う

し
て
夜や

前ぜ
ん

南な
ん

極き
よ
く

星せ

の
飛ひ

行げ
う

せ
し
光ひ

か

り
虹に

じ

の
ご
と
く
に
し
て
帝て

い

座の
ざ

に
つ
ら
な
る
を
み
る
と
あ
る
を
考
ふ
れ

ば
、
福ふ
く

禄ろ
く

寿じ
ゆ

・
寿じ
ゆ

老ろ
う

人じ
ん

と
も
に
南な
ん

極き
よ
く

星せ
い

の
化け

身じ
ん

な
る
べ
し
。

　
○
昔む
か
し

咄ば
な
し

　
雀す
ゞ
めの

舌し
た

を
き
り
て
お
も
き
葛つ
ゞ
ら籠

を
得ゑ

た
る
ば
ゝ
が
事
ハ
人
の
長な
が
さを

ね
た
み
、

う
ら
む
る
所
に
し
て
、
己お

の
れが

み
ぢ
か
き
を
し
ら
ざ
る
の
い
ま
し
め
な
り
。
さ
れ

ば
欲よ
く

を
ほ
し
い
ま
ゝ
に
す
べ
か
ら
す
。
欲よ

く

盛さ
か
んな

れ
ば
、
か
な
ら
す
あ
や
ま
ち
あ

り
。楽た
の

し
み
き
ハ
む
る
事
な
け
れ
バ
必

か
な
ら
すう

れ
ひ
な
し
。欲
ハ
奢お

ご
りよ

り
お
こ
り
、怒

い
か
り

ハ
慢ま

ん

心し
ん

よ
り
起お

こ

り
、
災わ

ざ
ハひ

ハ
貧ひ

ん

家か

よ
り
お
こ
り
、
火く

わ

難な
ん

ハ
小こ

家い
へ

よ
り
お
こ
る
と

ハ
い
ゝ
つ
た
へ
た
り
。
か
る
き
葛
籠
を
こ
の
み
し
ぢ
ゝ
ハ
、
陰い
ん

徳と
く

の
余よ

慶け
い

あ
り

て
善ぜ
ん

を
積つ
み

て
福ふ
く

を
得ゑ

る
の
譬た
と
へに
し
て
一い
つ

切さ
い

の
禍わ
ざ
ハひ
ハ
不
ふ
じ
ん

仁
よ
り
發お
こ

る
と
い
へ
る
。

古ふ
る

言こ
と

も
昔む
か
しば
な
し
の
葛つ
ゞ
ら籠
に
ひ
と
し
。

　
○
佐さ

々ゝ
木き

三
郎
盛も
り

綱つ
な

　
盛も

り

綱つ
な

ハ
頼よ

り

朝と
も

義ぎ

兵へ
い

を
あ
ぐ
る
の
時と

き

よ
り
軍ぐ

ん

忠ち
う

を
つ
く
し
、
範の

り

頼よ
り

、
義よ

し

経つ
ね

に
し

た
が
ひ
、
平へ
い

家け

追つ
い

討と
う

の
を
り
か
ら
藤ふ

ぢ

戸と

川が
わ

の
浅あ

さ

瀬せ

を
さ
ぐ
り
先さ

き

が
け
せ
ば
や
と

た
ゞ
一い
つ

騎き

馬う
ま

に
打う

ち

乗の
り

か
の
藤
戸
川
に
い
た
り
け
る
に
、
百

ひ
や
く

性せ
う

鍬く
わ

を
あ
ら
ひ
て
在あ

り

け
れ
バ
「
浅あ

さ

瀬せ

や
あ
る
」
と
尋た

づ
ねけ

る
に
、
百
性
の
い
ふ
や
う
「
水み

づ

の
色い

ろ

青あ
を

き
所

と
こ
ろ

は
か
な
ら
ず
深ふ
か

し
、
瀬せ

に
ち
か
く
浅あ
さ

き
所
ハ
は
た
し
て
さ
ゞ
波な
み

立た
ち

て
あ
り
」
と

お
し
へ
け
れ
バ
、
盛
綱
大お
ゝ

い
に
よ
ろ
こ
び
お
も
ふ
に
「
此こ
の

事
ま
た
他ほ
か

の
者も
の

に
お

し
へ
な
バ
、我わ
が

手て

柄が
ら

に
ハ
な
り
が
た
し
」
と
彼か
の

百ひ
や
く

性せ
う

の
首く
び

打う
ち

落お
と

せ
し
ハ
不ぶ

仁し
ん

に

似に

た
り
と
い
へ
ど
も
、
大た
い

功こ
う

ハ
さ
い
き
ん
を
か
へ
り
み
づ
と
其そ
の

後ゝ
ち

藤ふ
ぢ

戸と

の
先せ
ん

陣ぢ
ん

を
な
し
て
高こ

う

名め
う

を
得え

た
る
。
百
性
の
お
し
へ
け
る
ゆ
へ
と
ぞ
。

　
○
銭せ
ん

湯と
う

　
寛

く
わ
ん

永ゑ
い

の
丹た

ん

前ぜ
ん

風ふ

呂ろ

、
銭せ

ん

湯と
う

風ぶ

呂ろ

と
と
な
へ
し
も
、
今
ハ
た
ゞ
湯ゆ

屋や

と
而の

巳み

い
ゝ
な
し
。
い
つ
し
か
迦は

づ

す
風ふ

呂ろ

帯ど
し

も
腮あ

ぎ
との

か
き
が
ね
あ
ふ
な
く
も
、
皺し

や

枯が
れ

た

声こ
へ

の
岡お
か

安や
す

に
湯ゆ

気げ

に
あ
が
り
し
豊ふ
ん

後ご

あ
り
。
蝉せ
み

か
と
お
も
ふ
義ぎ

太だ

夫ゆ
う

に
獅し

子し

の

ま
ね
す
る
新し
ん

内な
い

ぶ
し
、
あ
る
ひ
ハ
祭さ

い

文も
ん

か
け
念ね

ん

仏ぶ
つ

蛙か
ハ
づの

身み

ふ
り
で
く
ゝ
り
こ
む
。

蛇じ
や

喰く
ろ

ふ
口
の
出で

謗ほ
う

題だ
い

に
油
あ
ぶ
ら

屋や

あ
れ
バ
馬う
ま

士か
た

あ
り
。
福ふ
く

禄ろ
く

寿じ
ゅ

星せ
い

の
入い
り

湯ゆ

に
ハ
天あ
た
ま窓
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の
た
め
に
永な
が

湯ゆ

と
や
い
わ
れ
ん
。

　
○
葛く
ず

迺の

葉は

　
夫
お
つ
と

安あ
べ

部
の
保や
す

名な

陰お
ん

陽よ
う

易え
き

道ど
う

に
く
わ
し
。
し
か
れ
ど
も
保
名
癖く
せ

と
し
て
狐き
つ
ねを
つ

り
て
遊あ
そ

ぶ
事
を
た
の
し
み
と
せ
り
。
或あ
る

日ひ

保
名
我わ
が

家や

の
垣か
き

外そ
と

に
伺う
か
ゞふ
に
、
妻つ
ま

葛く
づ

の
葉は

童ど
う

子し

に
い
ふ
や
う
、「
我わ

れ

ハ
ま
事
の
人に

ん

間げ
ん

に
あ
ら
ず
。
保や

す

名な

殿ど
の

の
殺せ

つ

生せ
う

を

と
ゝ
め
ん
た
め
、
こ
れ
ま
で
ハ
偕か
い

老ろ
う

同ど
う

穴け
つ

の
ち
ぎ
り
を
む
す
び
、
夫ふ

う
ふ婦

と
ハ
な

り
し
か
ど
、
最も

早は
や

も
と
の
旧ふ

る

巣す

な
る
信し

の

田だ

の
森も

り

に
か
へ
る
な
り
」
と
姿す

が
たハ

化け

し

て
老ろ
う

孤こ

と
な
り
さ
ら
ん
と
な
せ
し
か
ば
、
保
名
ハ
こ
へ
を
か
け
、「
た
と
へ
狐き
つ
ねに

も
せ
よ
こ
れ
ま
で
添
し
縁え
ん

あ
れ
ば
夜よ

半ハ

に
ハ
ま
ぎ
れ
て
く
る
べ
し
」
と
い
ふ
間ま

に
消き
へ

て
後あ
と

な
く
な
り
ぬ
。
こ
の
物も
の

が
た
り
に
す
こ
し
く
よ
り
て
大お
ゝ

内う
ち

鑑か
が
みの
浄ぜ
う

る

り
を
作さ
く

せ
し
も
の
な
る
よ
し
と
い
ふ
。

　
因
ち
な
み
にに
曰い
ふ

、
泉せ
ん

州し
う

信し
の

田だ

に
信し
の

田だ

明め
う

神じ
ん

あ
り
。
か
た
ハ
ら
に
葛く
づ

の
葉は

稲い
な
り荷
の
社や
し
ろあ

り
て
、
う
ら
葉は

の
葛く

つ

の
名め

い

所し
よ

な
り
。
ま
た
信
田
の
社や

し
ろよ

り
い
だ
す
所と

こ
ろの

守ま
も

り
ハ

葛
の
葉
に
符ふ

を
か
き
し
も
の
に
て
、
懐

く
わ
い

胎た
い

の
女を

ん
な、

此こ
の

守ま
も

り
を
う
け
る
に
孕は

ら

め
る

子こ

男お
と
こな

れ
ば
葉
お
も
て
、
女お

な

子ご

な
れ
バ
葉
う
ら
の
か
た
う
へ
に
な
り
と
い
ふ
。

ま
た
京け
う

都と

土つ
ち

御み

門か
ど

家け

の
底て
い

中ち
う

に
信
田
い
な
り
と
い
ふ
を
祭ま
つ

り
て
、
こ
ゝ
に
ハ
う

ら
葉
の
楠
く
す
の
きあ
り
て
、
此
所
よ
り
ハ
う
ら
葉
の
楠く
す

の
守ま
も

り
を
い
だ
す
葛く
づ

の
葉は

が
う

み
た
る
童ど
う

子じ

ハ
成せ
い

長て
う

し
て
安あ

部べ

の
晴せ
い

明め
い

と
名な

の
り
、
天て
ん

文も
ん

地ち

理り

暦れ
き

日じ
つ

算さ
ん

数す
う

易え
き

人に
ん

相そ
う

の
達た
つ

人じ
ん

に
し
て
陰お
ん

陽よ
う

暦
日
の
博は
か

士せ

な
り
。

　
○
清せ
い

玄げ
ん

　
清せ

い

玄げ
ん

ハ
京け

う

都と

清き
よ

水み
つ

寺で
ら

に
あ
り
て
知ち

識し
き

の
き
こ
へ
高た

か

き
清せ

い

僧そ
う

な
り
し
が
、
桜

さ
く
ら

姫ひ
め

の
色い

ろ

香か

に
ま
よ
ひ
、
つ
い
に
破は

戒か
い

堕だ

落ら
く

し
て
清
水
を
追お

ハ

れ
草そ

う

庵あ
ん

を
む
す
び
、
姫

の
す
が
た
画ゑ

を
書か
ゝ

せ
、
つ
ね
に
こ
れ
を
床と
こ

に
か
け
て
楽た
の

し
み
と
せ
り
。
終つ
い

に
下し
も

部べ

淀よ
ど

平へ
い

と
い
へ
る
者も
の

に
殺こ
ろ

さ
れ
、
そ
の
悪あ
く

念ね
ん

つ
き
ま
と
ひ
て
姫
に
禍わ
ざ
ハひ
を
な
せ

し
と
か
や
。
お
そ
れ
つ
ゝ
し
む
べ
き
ハ
、
此
ま
よ
ひ
な
り
と
色し
き

欲よ
く

の
段だ
ん

に
兼け
ん

好こ
う

法ほ
う

師し

の
か
ゝ
れ
し
も
実げ

に
理こ
と
ハり
な
ら
ず
や⑦
。

　
付つ
け

て
い
ふ
。
清き
よ

水み
ず

寺
と
い
ふ
名な

よ
り
し
て
僧そ
う

に
清せ
い

玄げ
ん

と
い
ふ
を
作つ
く

る
。
水
も

玄げ
ん

も
北き

た

に
し
た
が
ふ
名め

い

木ぼ
く

の
さ
く
ら
あ
る
ゆ
へ
桜

さ
く
ら

姫ひ
め

と
し
、
非ひ

情ぜ
う

の
花は

な

を
有う

情ぜ
う

の
物も

の

い
ふ
花は

な

に
し
た
り
。
ま
た
淀よ

ど

平へ
い

の
名
も
淀よ

ど

川が
わ

に
よ
り
て
つ
け
た
る
に
こ
そ
。

　
○
能の

登と
の

守か
み

教の
り

経つ
ね

　
頼よ

り

朝と
も

石い
し

橋ば
し

山や
ま

に
籏は
た

を
あ
け
し
か
バ
、
義よ
し

経つ
ね

奥お
う

州し
う

よ
り
は
せ
の
ぼ
り
兄け
う

弟だ
い

久ひ
さ

々〳
〵

の
対た
い

面め
ん

に
泪な
み
だを
な
が
し
、
鎌か
ま

倉く
ら

殿ど
の

の
目も
く

代だ
い

と
し
て
木き

曾そ

義よ
し

仲な
か

を
討う
ち

亡ほ
ろ

しマ
マ

、
猶な
ほ

平へ
い

家け

追つ
い

討と
う

の
た
め
に
西さ
い

海か
い

に
下く
だ

り
、
八や

し
ま
の
内だ
い

裏り

を
一い
ち

時じ

に
責せ
め

落お
と

し
け
る
所
、

能の

登と
の

守か
み

教の
り

経つ
ね

ハ
義よ
し

経つ
ね

を
射い

て
落お
と

さ
ん
と
せ
し
ゆ
へ
、
佐さ

藤と
う

次つ
き

信の
ぶ

義よ
し

経つ
ね

の
身み

が
ハ

り
に
死し

す
る
に
よ
り
て
、
教の
り

経つ
ね

射い

そ
ん
ぜ
し
こ
と
の
口
お
し
く
、
義
経
を
目め

が

け
船せ
ん

中ち
う

へ
飛と

び

入い
り

し
か
バ
、
義
経
軍ぐ

ん

船せ
ん

八
艘そ

う

を
飛と

び

こ
し
て
教
経
が
難な

ん

を
の
が
れ
け

る
と
き
に
、
教
経
七
艘
ま
で
追お
ひ

き
た
り
し
が
乗の

り

お
く
れ
、
そ
の
う
へ
諸し

よ

軍ぐ
ん

に

さ
ゝ
へ
ら
れ
て
追お
う

事こ
と

か
な
ハ
ず
。
た
ゞ
ひ
と
つ
か
み
と
思お

も

ひ
し
も
の
を
ま
た
取と

り

迯に
が

せ
し
こ
と
の
残ざ
ん

念ね
ん

な
り
と
て
、
敵て
き

二
人
を
小こ

わ
き
に
抱か
い

込こ
み

海か
い

底て
い

に
飛
入
け
る
。

船
中
の
は
た
ら
き
教
経
に
ま
さ
る
者も
の

な
か
り
し
と
ぞ
。
義
経
此こ
の

時と
き

逃の
が

れ
ざ
れ
バ

兄あ
に

頼よ
り

朝と
も

も
鎌か
ま

倉く
ら

に
安あ
ん

居き
よ

な
す
こ
と
か
な
ふ
ま
じ
。

　
○
新し
ん

中ち
う

納な

言ご
ん

知と
も

盛ゝ
り

　
知と
も

盛ゝ
り

ハ
智ち

勇ゆ
う

す
ぐ
れ
し
も
の
な
れ
ど
も
、
判は
う

官が
ん

義よ
し

経つ
ね

の
た
め
に
鵯
ひ
よ
ど
り

越こ
へ

を
逆さ
か

お
と
し
に
せ
ら
れ
、
一
の
谷た

に

か
ら
め
て
よ
り
破や

ぶ

れ
、
平へ

い

家け

の
一い

ち

門も
ん

み
な
西さ

い

海か
い

の

波な
み

の
も
く
づ
と
な
り
け
る
が
、
義
経
讒ざ

ん

者し
や

の
舌ぜ

つ

頭と
う

に
依よ

り

て
堀ほ

り

川
の
舘や

か
たへ

夜よ

討う
ち

せ

ら
れ
、
時と
き

に
弁べ
ん

慶け
い

う
つ
て
出い
で

、
土と

佐さ

坊ぼ
う

昌せ
う

俊じ
ゆ
んを

殺こ
ろ

せ
し
か
バ
、
な
を
か
ま
く
ら
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へ
云い

ゝ

解と
く

べ
き
み
ち
な
く
帝て

い

都と

に
と
ゝ
ま
る
こ
と
恊か

な

ハ
ず
、
又
も
奥お

う

州し
ゆ
うに

下く
だ

ら
ば

や
と
摂せ
つ

州し
う

大た
い

物も
つ

の
う
ち
よ
り
船ふ

な

出で

し
て
中ち

う

国ご
く

の
海か

い

上せ
う

を
わ
た
る
時
、
長な

が

門と

の
国く

に

赤あ
か

間ま

が
関せ

き

を
夜よ

に
入い

り

と
ほ
り
壇だ

ん

ノ
浦う

ら

に
か
ゝ
る
時
、
大お

ゝ

風か
ぜ

吹ふ
き

お
こ
り
雨あ

め

篠し
の

を
つ

く
が
如ご
と

く
逆さ

か

浪な
み

舩ふ
ね

を
く
つ
が
へ
さ
ん
と
す
る
折お

り

か
ら
、
知と

も

盛ゝ
り

が
姿

す
が
た

朦も
う

朧ろ
う

と
し
て

海
上
に
あ
ら
ハ
れ
、
先
せ
ん
ね
ん

年
亡ほ
ろ
びた
る
怨お
ん

念ね
ん

さ
ま
〴
〵
の
障せ
う

記げ

を
な
す
に
ぞ
、
弁
慶

悪あ
く

魔ま

降ご
う

伏ふ
く

の
祈き

念ね
ん

し
て
け
れ
バ
、
知と
も

盛も
り

等ら
の

怨お
ん

霊れ
う

か
た
ち
ハ
消き
へ

て
み
へ
ず
な
り
。

空そ
ら

さ
へ
は
れ
て
浪な
み

う
せ
し
づ
ま
り
け
る
。

　
○
浦う
ら

島し
ま

太た

郎ろ
う

　
浦う

ら

島し
ま

が
子こ

ハ
亀か

め

の
背せ

に
御の

り

て
龍り

う

宮ぐ
う

城ぜ
う

に
赴お

も
むき

玉た
ま

手て

箱ば
こ

を
得ゑ

て
わ
が
朝て

う

に
か
へ

り
、三
百
余よ

年ね
ん

生い
き

延の
び

た
り
と
ぞ
。
こ
れ
雄ゆ

う

略り
や
く

天て
ん

皇わ
う

二
十
二
年
七
月
舟ふ

ね

あ
そ
び
し

て
行ゆ
き

が
た
し
れ
ず
な
り
し
が
、
ふ
た
ゝ
び
丹た

ん

後ご
の

国く
に

水み
づ

江の
へ

に
か
へ
る
に
家い

え

の
跡あ

と

な

く
な
り
て
、
し
る
人
と
て
も
あ
ら
ず
。
あ
ま
り
に
あ
や
し
み
て
箱は
こ

を
ひ
ら
く
に

白は
く

雲う
ん

立た
ち

沖の
ぼ
りて
た
ち
ま
ち
白は
く

髪は
つ

と
な
り
悔く
や
めど
も
か
ひ
な
く
は
な
し
草ぐ
さ

に
の
こ
り
け

る
。
今い
ま

神か

奈な

川が
ハ

に
亀
の
甲か
う

煎せ
ん

餅べ
い

を
名め
い

物ぶ
つ

と
せ
る
も
浦
島
が
有あ
る

事こ
と

よ
り
お
こ
る
と

か
や
。

　〔
十
八
丁
裏
〕

　
秡

　
一い
ち

勇ゆ
う

斎さ
い

が
新し

ん

画ぐ
わ

ハ
お
の
づ
か
ら
一い

つ

家か

を
な
し
て
今こ

ん

古こ

に
名な

高だ
か

く
无む

声せ
い

の
詩し

な

り
と
古こ

語ゞ
に
い
へ
る
も
、
こ
と
ハ
り
そ
の
面お

も

影か
げ

を
う
つ
し
て
、
そ
の
声こ

へ

を
み
す

る
事こ
と

、
こ
の
翁お

き
なが

管く
わ

意ん
い

に
妙め

う

あ
り
。
か
の
寛

く
わ
ん

平へ
い

法は
う

皇わ
う

の
御み

在ざ
い

所し
よ

な
る
か
べ
に
金か

な

岡お
か

が
か
け
る
馬う
む

ハ
よ
な
〳
〵
い
で
ゝ
田た

草く
さ

を
食は
み

し
と
い
へ
る
も
、
そ
の
体た
い

そ
な

ハ
り
其そ
の

一つ

心し
ん

乃
入
に
と
そ
去さ

る

を
ま
た
怯

つ
た
な
き

傳で
ん

を
副そ

へ

へ
童ど

う

雅ち

の
画ゑ

解と
き

種ぐ
さ

と
な
す
而

巳
。

　
異
版
本
の
編
者
が
、
何
を
典
拠
に
解
説
文
を
記
し
た
の
か
、
と
い
う
点
を
断

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
解
説
文
の
意
図
は
、
そ
れ
を
み
て
も
分

か
る
よ
う
に
、
画
題
を
詳
細
に
解
説
す
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
お
り
、
国
芳

が
表
し
た
戯
画
や
風
俗
画
な
ど
の
意
を
読
み
取
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　
ち
な
み
に
挿
絵
中
、
お
よ
び
巻
末
の
解
説
文
が
み
ら
れ
な
い
挿
絵
を
確
認
し

て
お
く
と
、「
廿
四
輩
」
は
浄
土
真
宗
の
開
祖
で
あ
る
親
鸞
の
二
十
四
人
の
高
弟

を
指
し
、彼
ら
の
遺
跡
や
、そ
こ
を
巡
拝
す
る
人
の
こ
と
を
い
う
。
挿
絵
は
、遺

跡
を
巡
拝
す
る
人
々
を
捉
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。「
七
里
が
濱
」
は
、現
在
の

神
奈
川
県
鎌
倉
市
に
あ
る
相
模
湾
に
面
し
た
浜
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
国
芳

が
ど
の
よ
う
な
内
容
を
表
し
て
い
た
の
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し

か
し
、
崖
に
腰
か
け
る
人
物
や
、
画
面
下
部
か
ら
上
方
へ
突
き
出
た
岩
場
の
描

写
は
、
自
身
の
作
品
で
あ
る
《
唐
土
廿
四
孝
姜
詩
》（
中
判
錦
絵
、
嘉
永
元

－

三

年
・
一
八
四
八

－

五
〇
）
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、挿

絵
の
雲
の
表
現
や
、
水
平
線
に
小
さ
く
見
え
る
舟
の
帆
な
ど
か
ら
は
、
国
芳
の

洋
風
表
現
へ
の
関
心
を
見
い
だ
せ
よ
う
。

　
最
後
に
、
跋
文
を
み
て
い
き
た
い
。
跋
文
に
署
名
は
見
当
た
ら
ず
、
執
筆
者

は
不
明
で
あ
る
。「
一
勇
斎
が
新
画
ハ
お
の
づ
か
ら
一
家
を
な
し
て
…
」と
あ
る

よ
う
に
、
異
版
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
時
期
で
も
、
国
芳
は
当
時
の
受
容
者
か

ら
あ
る
程
度
評
判
を
得
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。「
無
声
の
詩
」
と
は
、絵

画
の
異
称
の
こ
と
で
あ
り
、
北
宋
の
詩
人
黄
庭
堅
の
「
次
三

韻
子
瞻
子
由
題
二

憩

寂
図
一

二
首
」
に
「
李
侯
有
レ

句
不
二

肯
吐
一

、
淡
墨
写
出
無
声
詩
」
の
こ
と
を
さ

す
と
い
う⑧
。
ま
た
、「
寛
平
法
皇
…
」
は
、『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
十
一
の
「
画
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図
」
に
収
載
さ
れ
る
、
巨
勢
金
岡
が
描
い
た
襖
絵
の
中
か
ら
、
馬
が
抜
け
出
す

と
い
う
逸
話
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
し
て
、「
怯
つ
た
な
き

傳
を
副
へ
童
雅
の
画
解
種
と

な
す
而
巳
」
の
一
文
か
ら
は
、
絵
に
対
し
て
、
拙
い
な
が
ら
も
解
説
を
添
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
童
子
の
た
め
の
絵
解
き
に
す
る
と
い
う
、
編
者
の
刊
行
意
図

が
読
み
取
れ
る
。『
雑
画
集
』
初
編
、
お
よ
び
二
編
の
序
文
に
お
い
て
は
、
国
芳

が
得
意
と
し
た
武
者
絵
や
戯
画
、
洋
風
表
現
を
用
い
た
挿
絵
を
収
載
す
る
絵
手

本
と
し
て
の
性
格
が
謳
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
異
版
本
は
絵
を
生
業
と
す
る

も
の
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
人
々
へ
の
教
養
書
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
た

こ
と
を
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
異
版
本
は
、『
雑
画
集
』
の
刊
行
目
的
と
は
異
な

っ
て
い
る
も
の
の
、
国
芳
の
作
品
に
対
す
る
受
容
者
が
長
い
間
存
在
し
て
い
た

こ
と
示
す
貴
重
な
作
品
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注①
　
他
七
軒
の
書
肆
は
、
芝
神
明
前
和
泉
屋
市
兵
衛
、
芝
町
親
仁
橋
角
山
本
平
吉
、
大
傳

馬
町
二
丁
目
丁
子
屋
平
兵
衛
、
通
油
町
藤
岡
屋
慶
治
郎
、
馬
喰
町
二
丁
目
森
屋
治
平
衛
、

同
所
山
口
屋
藤
平
衛
、
南
傳
馬
町
壱
丁
目
蔦
屋
吉
蔵
。

②
　
金
沢
美
術
工
芸
大
学
絵
手
本
Ｄ
Ｂ
・
Ｈ
Ｐ
、
鈴
木
重
三
「
国
芳
―
多
彩
奇
抜
な
画

業
」『
浮
世
八
華
7

　
国
芳
』（
株
式
会
社
平
凡
社
、
一
九
八
五
）、
太
田
記
念
美
術
館
編

集
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
『
没
後
一
五
〇
年
記
念

　
破
天
荒
の
浮
世
絵
師
歌
川
国

芳
』
展
図
録
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
二
〇
一
一
）
な
ど
を
参
照
。

③
　
本
稿
で
扱
っ
た
異
版
本
は
、
見
返
し
を
含
め
全
て
の
丁
の
、
の
ど
部
分
に
綴
穴
の
よ

う
な
も
の
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
刊
行
後
再
び
装
丁
さ
れ
た
可
能
性
が
示
唆
さ

れ
る
。

④
　
金
沢
美
大
本
と
異
版
本
に
収
載
さ
れ
る
「
福
神
遊
」、「
む
か
し
は
な
し
」、「
葛
の
葉

き
つ
ね
」、「
能
登
守
教
経
・
源
義
経
」、「
義
経
弁
慶
・
知
盛
」、「
帰
国
の
浦
島
」
の
六

図
は
、
匡
郭
の
同
一
箇
所
に
版
木
の
摩
耗
を
確
認
で
き
る
。

⑤
　
鈴
木
重
三
「
国
芳
の
奇
想
」『
絵
本
と
浮
世
絵
』（
株
式
会
社
美
術
出
版
社
、
一
八
七

九
）、
五
一
七

－

二
五
頁
を
参
照
。

⑥
　
翻
刻
は
以
下
の
手
順
で
行
っ
た
。

　
・
本
文
、
お
よ
び
振
り
仮
名
の
表
記
は
、
基
本
的
に
原
文
通
り
で
あ
る
。

　
・
明
ら
か
に
誤
り
と
判
断
で
き
る
文
字
に
は
、（
マ
マ
）
を
付
し
て
い
る
。

　
・
読
み
易
く
す
る
た
め
に
、
句
読
点
を
付
し
た
。

　
・
人
物
の
詞
、
お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
は
「

　
」
を
用
い
た
。

　
・
判
読
不
能
の
文
字
は
、
□
と
し
た
。

　
・ 

挿
絵
の
題
目
は
、
挿
絵
中
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
そ
れ
を
採
用
し
、
無
記
載
の
場

合
は
、「
無
題
」
と
し
、（

　
）
に
『
雑
画
集
』
初
編
の
も
の
を
記
し
た
。

⑦
　『
徒
然
草
』
第
八
段
に
、「
世
の
人
の
心
を
惑
は
す
こ
と
、
色
欲
に
は
如
か
ず
。
人
の

心
は
愚
か
な
る
も
の
か
な
」
と
あ
る
。
兼
好
は
、
人
の
心
を
惑
わ
す
最
た
る
も
の
と
し

て
「
色
欲
」
を
挙
げ
て
、
人
の
愚
か
さ
を
嘆
い
て
い
る
。

⑧
　
佐
久
節
編
纂
『
漢
詩
大
観
』
下
巻
（
株
式
会
社
鳳
出
版
、
一
九
七
四
）、
三
一
八
七
頁

を
参
照
、
お
よ
び
引
用
。
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丁　数 画　題 画　題 解　題

1表（序文）（執筆者：梅素亭玄魚） （執筆者：俵粒子計丰人）

1裏、 2表 怪童丸 混論国珊瑚をとる図 有

2裏、 3表 平井保昌・袴垂保輔 福神遊 無

3裏、 4表 三浦大助身方をはげます図・同荒二郎義澄 無題（むかしはなし）/佐々木三郎 有／有

4裏、 5表 鷺池平九郎 銭湯 無

5裏、 6表 茨木童子・渡辺綱 太公望/葛の葉きつね 有／無

6裏、 7表 仙人遊戯 清弦堕落/塒雀、井出の萩 無／無

7裏、 8表 鵜匠/無題 能登守教経・源義経 有

8裏、 9表 楠正成・正行 義経弁慶 有

9裏、10表 武蔵坊弁慶 無題（おや子の順れい）/廿四輩、七里が濱 有／無

10裏、11表 今井兼平の霊、芭蕉翁に箭根を与ふ 帰国の浦島（10裏） 有

11裏、12表 混論国珊瑚をとる図

＊以下、11丁表から18丁表に解説文、18丁裏に跋文を収載。

12裏、13表 福神遊

13裏、14表 むかしはなし/佐々木三郎

14裏、15表 銭湯

15裏、16表 太公望/葛の葉きつね

16裏、17表 清弦堕落/塒雀、井出の萩

17裏、18表 能登守教経・源義経

18裏、19表 義経弁慶・知盛

19裏、20表 おや子の順れい/廿四輩、七里が濱

20裏 帰国の浦島

表①　『国芳雑画集』初編、および異版本に収載される画題
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図 2　「混論国珊瑚をとる図」

図 3　「福神遊」

図 1　表紙、題簽
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図 4　  「無題（むかしはなし）／
佐々木三郎」

図 5　「銭湯」

図 6　「太公望/葛の葉きつね」
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図 7　「清玄堕落／塒雀、井出の萩」

図 8　「能登守教経・源義経」

図 9　「義経弁慶」
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図11　「帰国の浦島」

図10　  「無題（おや子の順れい）／
廿四輩、七里が濱」



八
〇

狩
野
永
岳
《
山
水
図
》

日
　
並

　
彩

　
乃

　
狩
野
永
岳
（
一
七
九
〇

－

一
八
六
七
）
は
、
幕
末
期
の
京
都
で
活
躍
し
た
絵
師
で

あ
る
。
京
狩
野
の
絵
師
景
山
洞
玉
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
初
め
の
名
は
泰
助
と
い

い
、
字
は
公
嶺
、
号
は
山
梁
、
脱
庵
な
ど
が
あ
る
。
京
狩
野
家
の
第
八
代
永
俊
の
養

子
と
な
り
、
永
俊
が
没
し
た
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）、
二
十
七
歳
で
家
督
を
嗣
い

で
第
九
代
と
な
っ
た
。
自
派
を
漢
画
系
と
自
負
し
て
い
る
が
、
実
際
の
画
業
に
お
い

て
は
、
狩
野
派
を
は
じ
め
と
し
て
、
円
山
派
や
四
条
派
、
南
蘋
派
ら
の
写
生
的
絵
画
、

土
佐
派
や
復
古
大
和
絵
風
、
中
国
風
の
山
水
画
な
ど
の
山
水
図
を
手
本
に
し
た
文
人

画
、
さ
ら
に
洋
風
画
や
浮
世
絵
な
ど
、
様
々
な
流
派
を
学
ん
で
い
る
。
禁
裏
と
九
条

家
の
み
な
ら
ず
、
東
本
願
寺
や
妙
心
寺
、
大
徳
寺
な
ど
の
大
寺
院
、
大
名
家
で
あ
る

彦
根
井
伊
家
と
紀
州
徳
川
家
の
御
用
も
務
め
た
。
さ
ら
に
、京
や
大
坂
の
富
商
や
、飛

騨
の
豪
農
な
ど
、
永
岳
の
代
に
需
要
層
を
広
げ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
狩
野
永
岳
の
《
山
水
画
》
を
紹
介
す
る
。
画
の
寸
法
は
縦
一
三
〇
・

七
㎝
、
横
五
九
・
一
㎝
、
紙
本
墨
画
の
一
幅
で
あ
る
（
挿
図
1
〜
6
）。
外
題
と
し
て

「
狩
野
永
岳
先
生
水
墨
山
水
」
と
記
載
さ
れ
た
紙
片
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
（
挿
図

2
）。

　
山
々
に
囲
ま
れ
た
霧
深
い
里
の
中
国
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
右（
挿
図
3
）

か
ら
張
り
出
す
巨
石
の
上
に
生
え
る
木
々
が
印
象
深
い
。
筆
の
感
触
を
生
か
し
て
葉

や
枝
の
質
感
を
描
き
分
け
、
墨
の
濃
淡
を
使
い
分
け
て
立
体
感
を
表
現
し
て
い
る
。

ゆ
る
や
か
な
筆
致
で
は
あ
る
が
、
京
狩
野
に
伝
わ
る
幾
何
学
的
な
巨
石
表
現
が
感
じ

取
れ
る
。
張
り
出
し
た
岩
は
水
分
の
多
い
墨
で
ゆ
っ
た
り
と
描
き
、
部
分
的
に
鋭
い

筆
致
で
と
が
っ
た
岩
の
断
面
を
表
現
す
る
。
根
元
に
は
濃
い
墨
で
描
か
れ
た
草
が
茂

っ
て
い
る
。か
細
い
道
を
隔
て
て
、画
面
右
端
に
は
岩
壁
が
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
。濃

い
墨
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
落
石
で
あ
ろ
う
か
。
画
面
左
（
挿
図
4
）
に
は
水
を
隔

て
て
、
中
景
の
木
々
に
囲
ま
れ
た
里
と
お
ぼ
し
い
家
々
が
あ
る
。
荷
を
担
ぎ
、
家
の

ほ
う
へ
と
歩
む
人
物
が
、
橋
の
上
を
進
ん
で
い
る
。
描
き
込
み
の
少
な
い
あ
っ
さ
り

と
し
た
筆
致
で
あ
る
が
、
墨
の
濃
淡
に
よ
っ
て
立
体
感
を
感
じ
さ
せ
る
。
木
々
は
細

部
ま
で
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
手
前
の
木
と
の
遠
近
感
と
山
々
の
霧
深
さ
と
を
想
像
さ

せ
る
。
画
面
上
部
（
挿
図
5
）
に
は
ご
く
薄
い
淡
墨
で
、
遠
景
の
切
り
立
っ
た
岩
山

が
描
か
れ
て
い
る
。
墨
の
濃
淡
を
使
い
分
け
て
、
木
々
の
生
い
茂
る
部
分
を
描
い
て

い
る
。
細
部
か
ら
画
面
全
体
に
わ
た
っ
て
墨
の
濃
淡
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
奥
行
あ

る
空
間
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
永
岳
は
、
第
二
代
山
雪
に
通
ず
る
幾
何
学
的
な
構
成

や
神
経
質
で
幾
重
に
も
重
ね
る
岩
の
皺
法
が
特
徴
的
で
あ
る
が
、
本
図
で
は
輪
郭
線

を
用
い
ず
に
墨
の
に
じ
み
の
効
果
を
利
用
し
て
い
る
。
玉
澗
を
髣
髴
と
さ
せ
る
よ
う

な
柔
ら
か
い
筆
致
の
作
品
で
あ
る
。

　
画
面
右
下
に
は
「
狩
野
縫
殿
助
永
岳
」（
挿
図
6
）
の
落
款
と
二
種
類
の
印
章
が
確

認
で
き
る
。
山
楽
を
祖
と
す
る
京
狩
野
家
は
、
第
二
代
山
雪
以
降
、
代
々
縫
殿
助
を

称
し
て
い
る
。
永
岳
は
初
代
山
楽
の
末
裔
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
強
く
、
落
款
や
箱

書
き
で
「
山
楽
九
世
孫
」
と
記
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
落
款
の
書
風
は
、《
花
卉
図

（
玉
堂
富
貴
図
）》（
挿
図
7
）、《
京
名
所
図
》（
挿
図
8
）
な
ど
の
ほ
か
、『
伝
統
と
革

新
―
京
都
画
壇
の
華 

狩
野
永
岳
―①

』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
落
款
の
中
に
よ
く
似

た
も
の
が
い
く
つ
か
見
出
せ
る
。
印
章
に
つ
い
て
も
、
同
書
の
印
章
集
成
の
中
に
同

様
の
も
の
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
上
の
朱
文
円
印
は
「
永
嶽
」（
挿
図
9
）
に
近
似
し
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て
お
り
、こ
れ
に
近
似
し
た
印
章
が
《
雲
龍
図
》（
京
都
市
歴
史
博
物
館
蔵
）
や
《
四

季
山
水
図
》
に
確
認
で
き
る
。
下
部
の
白
文
方
印
「
公
嶺
父
」
も
同
書
に
確
認
さ
れ

る
（
挿
図
10
）。
こ
れ
ら
事
実
は
、本
作
が
永
岳
の
作
品
で
あ
る
可
能
性
を
著
し
く
高

い
も
の
に
し
て
い
る
。

　
永
岳
の
大
々
的
な
展
覧
会
は
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
に
彦
根
城
博
物
館
で
開

催
さ
れ
た
の
が
挙
げ
ら
れ
る
ば
か
り
で
、
作
品
を
目
に
す
る
機
会
が
多
い
と
は
言
え

な
い
。
先
に
も
引
用
し
た
同
展
の
図
録
に
は
、
山
水
を
描
い
た
作
品
が
い
く
つ
か
散

見
さ
れ
る
。《
山
水
図
》（
彦
根
城
博
物
館
蔵
）
は
、
永
岳
自
身
の
賛
か
ら
石
香
君
の

求
め
に
応
じ
て「
林
泉
秋
思
図
」を
写
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
石
香
と
は
、彦

根
藩
筆
頭
家
老
木
俣
守
易
の
雅
号
で
あ
る
。
ま
た
、
如
水
庵
主
の
求
め
に
応
じ
て
制

作
さ
れ
た
《
山
水
図
》
は
、
定
型
化
し
た
構
図
で
は
な
い
こ
と
、
松
の
枝
ぶ
り
や
葉

な
ど
の
表
現
が
通
例
の
作
品
で
は
見
ら
れ
な
い
描
き
方
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
実

景
に
基
づ
い
た
画
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
い
る②
。
い
ず
れ
の
画
体
も
本
作
と
は
異

な
っ
て
い
る
。

　
画
体
と
し
て
近
し
い
も
の
と
し
て
は
、《
四
季
山
水
図
》
と
「
曹
参
図
」
が
挙
げ
ら

れ
る
。《
四
季
山
水
図
》（
挿
図
11
）
は
、
六
曲
一
双
、
水
墨
山
水
図
の
押
絵
貼
屏
風

で
あ
る
。
各
図
に
は
、
漢
文
体
で
の
画
題
が
永
岳
自
身
に
よ
っ
て
記
さ
れ
る
。
こ
れ

は
、
文
人
画
を
意
識
し
て
の
こ
と
だ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
い
る③
。
そ
れ
ぞ
れ
の
画
題

は
、
右
隻
右
よ
り
「
江
天
落
霞
」「
晴
山
真
晴
」「
山
邨
探
花
」「
夏
山
滴
翠
」「
避
暑

観
瀑
」「
松
問
趁
涼
」、左
隻
右
よ
り
「
蘆
華
伯
舟
」「
秋
渓
烟
雨
」「
秋
村
暮
靄
」「
山

家
霜
暁
」「
寒
渓
凍
舟
」「
雪
渓
暁
行
」
で
あ
る
。
輪
郭
線
を
用
い
ず
に
、
多
量
の
水

分
を
含
ん
だ
筆
で
墨
の
濃
淡
を
使
い
分
け
、
細
部
を
省
略
し
て
ゆ
っ
た
り
と
描
い
て
、

立
体
感
の
あ
る
空
間
を
表
現
す
る
作
風
は
、
本
稿
で
紹
介
し
た
《
山
水
図
》
に
近
し

い
。
け
れ
ど
も
、《
四
季
山
水
図
》
の
あ
っ
さ
り
と
し
た
画
風
は
写
生
風
で
、
四
条
派

な
ど
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。

　
本
図
は
、
む
し
ろ
後
者
の
図
様
と
類
似
し
て
い
る
。「
曹
参
図
」（
挿
図
12
）
は
、

「
諸
家
　
二
十
四
孝
図
画
帖
」二
帖
の
中
の
一
図
で
あ
る
。
絹
本
墨
画
に
淡
彩
が
施
さ

れ
て
い
る
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
頃
の
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る④
。
二
十
四
孝
と

は
、
中
国
古
今
の
代
表
的
な
老
子
で
あ
る
。
こ
の
画
帖
は
、
元
の
郭
居
敬
が
著
し
た

『
二
十
四
孝
』
を
も
と
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、詩
と
画
か
ら
成
る
。
詩
は
幕
末
の
三

筆
の
一
、
巻
菱
湖
に
学
ん
で
一
家
を
な
し
た
萩
原
秋
巌
が
手
掛
け
て
い
る
。
画
は
多

く
を
尾
張
名
古
屋
の
絵
師
が
分
担
し
て
描
い
て
い
る
。
巻
頭
を
飾
る
森
高
雅
と
そ
の

門
下
、
尾
張
の
文
人
画
を
代
表
す
る
中
林
竹
洞
の
門
下
、
張
月
樵
門
下
、
名
古
屋
で

の
岸
派
の
祖
喜
田
華
堂
な
ど
の
中
に
あ
っ
て
、
江
戸
の
谷
文
晁
門
下
の
鈴
木
鵞
鳳
ら

と
共
に
、
京
の
永
岳
が
描
い
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

　
永
岳
の
画
は
、
曹
参
の
孝
行
の
図
で
あ
る
。
芝
刈
り
で
外
出
中
に
母
が
困
っ
て
指

を
噛
ん
だ
と
こ
ろ
、
曹
参
の
胸
が
痛
ん
だ
。
曹
参
が
帰
宅
す
る
と
、
果
た
し
て
母
が

指
を
噛
ん
だ
た
め
と
分
か
っ
た
と
い
う
故
事
で
あ
る
。
画
面
右
に
岩
を
描
き
、
そ
の

向
こ
う
の
画
面
中
央
に
家
を
描
く
。
屋
内
に
は
二
人
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
家

の
前
に
跪
く
の
は
帰
宅
し
た
曹
参
で
あ
ろ
う
か
。
人
物
の
着
衣
に
は
淡
彩
が
施
さ
れ

て
い
る
。
家
屋
の
奥
に
は
木
々
が
生
い
茂
っ
て
い
る
。
遠
景
に
は
ご
く
淡
い
墨
で

山
々
の
頂
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
右
下
に
は
落
款
と
印
章
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
描
写
は
本
稿
で
取
り
上
げ
た
《
山
水
図
》
と
の
共
通
性
が
感
じ
ら
れ
る
。

墨
の
濃
淡
と
筆
致
の
使
い
分
け
に
よ
る
木
々
の
葉
、
岩
、
草
、
家
の
屋
根
な
ど
の
描

き
方
は
近
し
い
。
た
っ
ぷ
り
の
墨
や
水
分
の
少
な
い
か
す
れ
た
筆
致
で
、
質
感
と
立

体
感
を
表
現
し
て
い
る
点
も
共
通
し
て
い
る
。
永
岳
は
漢
画
派
の
絵
師
と
し
て
考
察
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さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
て
、
南
画
や
文
人
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
ま
だ
あ
ま
り
言
及
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
画
風
の
類
似
性
は
興
味
深
い
。

　
ま
た
、
構
図
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
画
面
右
下
部
に
前
景
の
地
面
や
岩
を
置
き
、

水
面
の
奥
に
中
景
、
さ
ら
に
画
面
上
部
に
遠
景
を
描
く
構
成
は
珍
し
く
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
本
図
の
前
景
の
木
々
を
画
面
の
中
心
と
し
て
強
調
し
た
よ
う
な
構
図
は
、

永
岳
の
《
四
季
山
水
図
》（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）（
挿
図
13
）
な
ど
と
通
じ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
右
隻
の
画
面
で
は
、
前
景
と
後
景
を
霞
に
よ
っ
て
分
断
し
、
後
景
の

山
岳
は
垂
直
に
流
れ
落
ち
る
滝
の
描
写
を
伴
っ
て
、
上
方
へ
と
延
び
広
が
る
。
右
隻

の
右
か
ら
二
扇
か
ら
三
扇
目
に
か
け
て
描
か
れ
て
い
る
岩
、
霞
に
よ
っ
て
後
景
と
分

断
さ
れ
て
、
そ
の
上
に
立
つ
傾
い
た
木
々
の
図
様
は
、
本
稿
で
紹
介
し
た
《
山
水
図
》

と
画
体
は
異
な
り
こ
そ
す
れ
、
よ
く
似
た
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
る
。

　
永
岳
は
、
清
代
の
袁
派
、
す
な
わ
ち
袁
江
と
袁
耀
父
子
の
作
風
に
似
た
中
国
風
の

山
岳
風
景
画
を
描
い
て
い
る
。
袁
江
は
清
代
の
画
家
で
、康
煕
一
〇
年
（
一
六
六
二
）

以
前
に
生
ま
れ
、
乾
隆
一
一
年
（
一
七
四
六
）
以
後
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
字
を
文

涛
と
い
い
、江
都
（
江
蘇
省
揚
州
）
の
人
で
あ
る
。
雍
正
年
間
（
一
七
二
三

－

三
五
）、

に
宮
廷
の
画
院
画
家
と
な
っ
て
活
動
し
た
。
作
風
は
北
宋
の
山
水
図
を
手
本
と
し
て
、

細
部
を
丁
寧
に
描
き
込
む
絵
画
で
あ
る
。
袁
江
の
子
の
袁
耀
は
、
清
代
中
期
の
画
家

で
、
字
を
昭
道
と
い
い
、
や
は
り
江
都
の
人
で
あ
る
。
乾
隆
年
間
（
一
七
三
六

－

九

五
）
に
活
動
し
、
父
親
の
作
風
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
文
人
画
の
特
質

を
加
味
し
て
、
楼
閣
山
水
を
得
意
と
し
な
が
ら
、
花
鳥
画
を
も
精
力
的
に
描
い
て
い

る
。

　
中
谷
伸
生
氏
は
、
伝
狩
野
永
岳
筆
《
楼
閣
山
水
図
》
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
、
袁

派
の
作
品
と
比
較
し
て
「
右
隻
で
は
前
景
と
後
景
を
金
散
ら
し
の
霞
で
分
断
す
る
や

り
方
、
左
隻
で
は
左
か
ら
右
へ
と
突
き
出
る
奇
怪
な
岩
山
の
形
態
な
ど
、
如
何
に
も

中
国
風
の
画
面
構
成
は
、
袁
江
や
袁
耀
の
作
風
に
似
る⑤
」
と
述
べ
て
い
る
。
氏
は
こ

の
作
品
に
つ
い
て
、
人
物
表
現
が
永
岳
と
は
似
て
い
な
い
こ
と
、
署
名
が
な
く
印
章

の
み
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
「
岳
」
の
印
章
が
や
や
異
な
っ
て
い
る
こ
と
、
い
さ
さ
か

工
芸
的
で
潤
い
が
な
く
金
砂
子
の
表
現
が
野
暮
っ
た
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
永
岳
が
構

え
て
い
た
工
房
の
作
品
、
す
な
わ
ち
弟
子
の
手
に
な
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。《
四
季
山
水
図
》（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
も
こ
れ
に
類
す
る
構
図
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
金
雲
で
前
景
と
後
景
を
分
断
さ
れ
た
、
草
木
の
生
い
茂
る
巨
石

を
中
心
と
す
る
前
景
を
手
前
に
せ
り
出
す
よ
う
に
し
て
遠
近
感
を
強
調
す
る
表
現
は

《
四
季
耕
作
図
》、《
花
卉
図
屏
風
》
裏
面
の
《
楼
閣
山
水
図
》
な
ど
、
ほ
か
の
永
岳
作

品
と
も
通
じ
て
い
る
。

　
以
上
の
考
察
を
ま
と
め
る
。
山
水
を
描
い
た
作
品
は
少
な
く
な
い
も
の
の
、
本
図

の
よ
う
な
画
体
の
作
品
は
、
管
見
の
限
り
《
四
季
山
水
図
》
と
「
曹
参
図
」
に
と
ど

ま
っ
た
。
画
風
の
考
察
か
ら
「
曹
参
図
」
と
の
類
似
性
に
注
目
し
、
永
岳
と
文
人
画

と
の
関
係
を
示
す
も
の
と
推
察
し
た
。
ま
た
、
木
々
を
中
心
と
し
た
構
図
に
は
、
ほ

か
の
永
岳
作
品
と
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
落
款
と
印
章
は
、
す
で
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
永
岳
の
筆
跡
に
近
し
く
、
同
様
の
印
章
も
確
認
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
本
作
を

永
岳
作
に
帰
す
る
可
能
性
は
極
め
て
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
本
作
は
、
復
古
大
和
絵
の
「
大
和
絵
的
水
墨
画
」
と
の
関
連
を
考
え
る

上
で
興
味
深
い
。
復
古
大
和
絵
は
田
中
訥
言
（
一
七
六
七

－

一
八
二
三
）、浮
田
一
蕙

（
一
七
九
五

－

一
八
五
三
）、
冷
泉
為
恭
（
一
八
二
三

－

一
八
六
四
）
ら
を
中
心
と
し

て
行
わ
れ
た
幕
末
の
絵
画
運
動
で
あ
る
。
為
恭
は
永
岳
の
弟
永
泰
の
子
で
あ
り
、
永

岳
と
は
伯
父
と
甥
の
関
係
で
あ
る
。
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　「
大
和
絵
的
水
墨
画
」
は
文
字
通
り
水
墨
で
描
か
れ
た
や
ま
と
絵
を
指
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
定
義
が
明
確
で
は
な
い
。
こ
の
名
称
は
、
中
村
溪
男
氏
の
論
文
中（
6
）

に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
管
見
の
限
り
ほ
か
の
文
献
に
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
氏

の
造
語
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
呼
称
が
現
在
、
通
用
さ
れ
て
い
る
印
象
は

な
い
。
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
、「
画
題
の
主
要
人
物
は
小
さ
く
扱
い
な
が
ら
、
図
全
体

は
際
立
っ
て
明
瞭
に
ま
と
め
上
げ
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
そ
し
て
背
景
と
な
る
も

の
は
か
な
り
簡
略
化
し
て
、
添
景
と
し
て
扱
い
、
あ
ま
り
細
か
く
表
現
せ
ず
、
大
ら

か
に
と
ら
え
て
い
る
。
反
面
主
要
の
人
物
に
は
全
神
経
を
投
入
し
て
お
り
、
一
見
な

よ
や
か
で
素
朴
に
見
え
る
が
、
ま
こ
と
に
微
細
な
筆
法
を
用
い
、
ぴ
り
っ
と
図
を
ひ

き
し
め
る
効
果
を
狙
っ
て
い
る⑦
」
と
し
て
、《
養
老
勅
使
図
》
や
《
蟻
通
図
》、《
月

図
》
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

　
為
恭
が
「
白
描
画
系
統
へ
の
新
た
な
分
野
を
開
拓
し
、既
成
の
も
の
を
超
え
て
、為

恭
流
の
新
水
墨
画
の
一
派
を
興
す
つ
も
り
で
い
た
よ
う
で
あ
る（
8
）」
と
い
う
指
摘
の
真

偽
は
さ
て
お
い
て
も
、
確
か
に
為
恭
の
こ
の
類
の
作
品
は
数
多
く
、
彼
の
画
業
の
中

で
占
め
る
割
合
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
。
水
分
を
多
く
含
ん
だ
墨
で
柔
ら
か
く
描

く
筆
致
は
、
為
恭
の
出
自
を
考
え
る
と
、
本
図
の
よ
う
な
水
墨
画
と
全
く
無
関
係
で

あ
る
と
は
考
え
難
い
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
永
岳
の
研
究
は
充
分
に
進
め
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
本

稿
で
紹
介
し
た
《
山
水
図
》
は
、
広
範
囲
な
永
岳
の
画
業
の
一
端
で
あ
り
、
と
り
わ

け
文
人
画
や
復
古
大
和
絵
と
の
関
連
を
論
じ
る
上
で
、
重
要
な
作
品
で
あ
る
。

註①
　『
伝
統
と
革
新
―
京
都
画
壇
の
華 

狩
野
永
岳
―
』（
彦
根
城
博
物
館
、
二
〇
〇
二

年
）。

②
　
同
書
、
一
三
六
頁
。

③
　
同
書
、
一
四
一
頁
。

④
　
同
書
、
一
四
三
頁
。

⑤
　
中
谷
伸
生
「
伝
狩
野
永
岳
筆
《
楼
閣
山
水
図
》」（『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』
一
八
、

二
〇
一
二
年
）
八
一
頁
。

⑥
　
中
村
溪
男
『
日
本
美
術
261
　
冷
泉
為
恭
と
復
古
大
和
絵
』（
至
文
堂
、
一
九
八
八
年
）

五
四
頁
。

⑦
　
同
書
、
五
四
頁
。

⑧
　
同
書
、
五
四
頁
。

﹇
挿
図
出
典
﹈

挿
図
1
〜
6
は
筆
者
撮
影
。

挿
図
7
〜
13
は
『
伝
統
と
革
新
―
京
都
画
壇
の
華 

狩
野
永
岳
―
』（
彦
根
城
博
物
館
、

二
〇
〇
二
年
）
よ
り
転
載
。



八
四

挿図 1　狩野永岳《山水図》一幅

挿図 2　《山水図》外題



八
五

挿図 3　《山水図》（部分）

挿図 4　《山水図》（部分）

挿図 5　《山水図》（部分）



八
六

挿図 6　《山水図》落款（部分）

挿図 7　狩野永岳
《花卉図（玉堂富貴図）》

（部分）

挿図 8　 狩野永岳
《京名所図》（部分）

挿図 9　「永嶽」

挿図10　「公嶺父」



八
七

挿図11　狩野永岳《四季山水図》（右隻部分）

挿図12　「諸家　二十四孝図画帖」のうち「曹参図」

挿図13　狩野永岳《四季山水図》（右隻部分）　京都国立博物館蔵


